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第
一
章

は
じ
め
に

（
ア
）
本
稿
は
、
一
般
に
「
ハ
イ
テ
ク
産
業
」
と
呼
ば
れ
る
市
場
に
お
け
る
競
争
者
間
の
企
業
結
合
（
水
平
型
企
業
結
合
）
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
に
競
争
法
を
適
用
す
べ
き
か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
明
確
な
一
般
的
定
義
は
な
い
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ

二

第
一
原
理
主
義
（F

irst
P

rin
ciples

A
pproach

）

三

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
の
問
題

１

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
理
論
と
潜
在
競
争
理
論

２

イ
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ベ
ー
シ
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ン
市
場
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市
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析
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件
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争
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１

医
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品
産
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事
例

２

研
究
開
発
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路
の
減
少
が
問
題
と
さ
れ
た
事
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（
一
）S

en
sorm

atic

事
件

（
二
）H

allibu
rton

/D
resser

事
件

（
三
）L

ockh
eed-N

orth
rop

事
件

三

競
争
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排
除
力
形
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の
事
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１

取
引
拒
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の
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性
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一
）C

iba-G
eigy

/S
an

doz
事
件

（
二
）M

C
I

/W
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om

事
件

２
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arn
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er

事
件
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（in
form

ation

・com
m

u
n

ication

・en
tertain

m
en

t

）
産
業
で
代
表
さ
れ
る
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
産
業
、
及
び
バ
イ
オ
産
業
等
を

念
頭
に
お
く
。

ハ
イ
テ
ク
産
業
で
は
、
企
業
結
合
に
よ
り
巨
大
な
資
産
規
模
を
有
す
る
企
業
が
誕
生
す
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
戦
略
的
な
企
業
結
合

が
多
い
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
企
業
結
合
に
よ
り
首
位
企
業
が
誕
生
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
伝
統
的
な
競

争
政
策
か
ら
は
厳
格
な
規
制
を
要
請
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
反
面
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
で
は
、
ハ
イ
パ
ー
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

（hyper
com

petition

）
と
称
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
激
し
い
競
争
が
行
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
産
業
内
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
転
換
に
係
る
逸
話
に
は
事
欠
か
な（
１
）

い
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
企
業
結
合
規
制
を
不
要
と
す
る
よ
う
に
見
え
、
さ
ら
に
む
し
ろ

規
制
の
失
敗
の
招
来
を
示
唆
す
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
企
業
結
合
規
制
は
一
義
的
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
は
そ
も
そ
も
競
争
法
に

よ
る
企
業
結
合
規
制
を
必
要
と
す
る
の
か
、
必
要
と
し
て
伝
統
的
な
企
業
結
合
規
制
基
準
で
十
分
な
の
か
、
不
十
分
と
し
て
如
何
な
る

規
制
基
準
が
合
理
的
な
の
か
に
つ
い
て
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
議
論
及
び
法
運
用
を
素
材
と
し
て
、
検
討
を
行
う
も
の
で
あ

る
。（

イ
）
本
稿
の
構
成
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
第
二
章
に
お
い
て
、
以
後
の
議
論
が
拡
散
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ハ
イ

テ
ク
産
業
の
産
業
特
性
を
明
確
に
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
産
業
特
性
に
起
因
し
て
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
は
、「
市
場
の
中
の
競

争
（com
petition

in
th

e
m

arket

）」
フ
ェ
ー
ズ
と
「
市
場
を
求
め
た
競
争
（com

petition
for

th
e

m
arket

）」
フ
ェ
ー
ズ
と
い

う
二
つ
の
競
争
の
側
面
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、「
市
場
の
中
の
競
争
」
及
び
「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
そ
れ
ぞ

れ
に
お
け
る
競
争
制
限
効
果
を
理
論
的
に
整
理
す
る
。
前
者
に
お
い
て
は
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
に
基
づ
く
市
場
支
配
力
が
、
後
者
に
お

い
て
は
競
争
者
を
排
除
す
る
力
が
規
制
課
題
と
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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次
に
第
三
章
に
お
い
て
、
前
章
に
お
い
て
理
論
的
に
整
理
し
た
競
争
制
限
効
果
に
つ
い
て
、
伝
統
的
な
市
場
分
析
道
具
が
う
ま
く
機

能
し
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
伝
統
的
な
競
争
法
及
び
産
業
組
織
論
に
お
い
て
市
場
支
配
力
の
理
論
的
指
標
と
さ
れ

て
き
た
限
界
費
用
価
格
付
け
が
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
規
範
と
し
て
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
点
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
ハ
イ

テ
ク
産
業
に
お
け
る
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
り
、
か
つ
伝
統
的
な
市
場
分
析
道
具
を
う
ま
く
適
用
で
き
な
い
典
型
的
場
合
で
あ
る
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
の
問
題
を
検
討
す
る
。
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
の
規
制
に
お
い
て
は
、「
研
究
開
発
経
路

の
減
少
」
な
い
し
「
多
様
性
の
減
少
」
と
い
う
、
典
型
的
な
市
場
支
配
力
概
念
で
は
必
ず
し
も
う
ま
く
整
理
で
き
な
い
規
制
基
準
が
展

開
さ
れ
る
。

そ
し
て
第
四
章
に
お
い
て
、
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
お
け
る
具
体
的
事
例
を
検
討
す
る
。
競
争
制
限
効
果
の
理
論
的
整
理
に
基
づ
き
、

ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
が
問
題
と
な
っ
た
事
例
、
企
業
結
合
に
よ
る
直
接
的
な
競
争
者
排
除
の
事
例
、
及
び
企
業
結
合
に
よ
る
競
争
者
排

除
力
形
成
の
事
例
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

第
二
章

ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
競
争

一

ハ
イ
テ
ク
産
業
の
特
性

１

ハ
イ
テ
ク
産
業
の
特
性

（
ア
）
ハ
イ
テ
ク
産
業
と
し
て
特
に
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
産
業
及
び
バ
イ
オ
産
業
を
念
頭
に
置
く
と
し
て
、
こ
れ
ら
産
業
の
特
性
と

し
て
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
得（
２
）

る
。

（
１
）

ク
レ
イ
ト
ン
・
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
』（
祥
泳
社
・
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。
ま
た
、
ク
レ
イ
ト
ン
・
ク
リ

ス
テ
ン
セ
ン
�
マ
イ
ケ
ル
・
レ
イ
ナ
ー
『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
解
』（
祥
泳
社
・
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

論 説
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ま
ず
、
�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
つ
の
意
味
を
有
す（
３
）

る
。
第
一
に
、
競
争
は
、
価
格
で
は
な
く
品
質
改
良

に
基
づ
き
行
わ
れ
る
。
第
二
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
著
し
い
場
合
に
は
全
く
新
し
い
製
品
市
場
を
創
出
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
競
争

が
次
世
代
の
独
占
者
に
な
る
た
め
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
後
者
は
、
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
（leap-frog

）
や
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（paradigm

-sh
iftin

g
in

n
ovation

）
と
呼
ば
れ
る
現
象
で
あ
る
。

次
に
、
�
研
究
開
発
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
等
に
大
き
な
固
定
費
用
（
そ
の
多
く
が
埋
没
費
用
）
を
要
す
る
点
で
あ
る
。
そ
の
反
面
、

限
界
費
用
は
極
め
て
小
さ
い
。
こ
れ
は
、
供
給
に
お
け
る
規
模
の
経
済
性
が
強
く
働
く
一
般
的
な
場
合
で
あ
る
が
、
特
に
ハ
イ
テ
ク
産

業
に
お
い
て
は
、
�
に
見
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
か
ら
、
継
続
的
な
い
し
継
起
的
に
固
定
費
用
へ
の
投
資
（con

tin
u

in
g

su
n

k
cost

）
が
必
要
に
な
る
と
の
特
性
を
有
す（
４
）

る
。

最
後
に
、
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
産
業
に
お
け
る
、
�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の
重
要
性
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
と
は
需
要
者
側

の
規
模
の
経
済
性
で
あ（
５
）

る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
に
よ
り
、
産
業
で
「
一
人
勝
ち
（w

in
n

er
take

all

）」
現
象
が
見
ら
れ
る
。
互
換

標
準
や
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
保
持
が
競
争
上
重
要
な
問
題
と
な
る
。

（
イ
）
以
上
の
よ
う
な
産
業
特
性
に
起
因
す
る
市
場
参
加
者
の
競
争
行
動
に
注
目
す
れ
ば
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
は
二
つ
の
競

争
フ
ェ
ー
ズ
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
な
「
市
場
の
中
の
競
争
（com

petition
in

th
e

m
arket

）」
フ
ェ

ー
ズ
と
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
に
基
づ
く
「
市
場
を
求
め
た
競
争
（com

petition
for

th
e

m
arket

）」
フ
ェ

ー
ズ
で
あ（
６
）

る
。
前
者
の
競
争
フ
ェ
ー
ズ
は
、
通
常
の
産
業
に
お
け
る
よ
う
に
、
価
格
及
び
品
質
に
基
づ
い
た
競
争
が
行
わ
れ
る
場
面
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
の
競
争
フ
ェ
ー
ズ
は
、
先
駆
者
利
益
（first-m

over
advan

tage

）
を
求
め
た
競
争
が
行
わ
れ
る
場
面

で
あ（
７
）

る
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
産
業
に
お
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
に
起
因
す
る
先
駆
者
利
益
を
求
め
た
競
争
が
行
わ

れ
、
医
薬
品
や
バ
イ
オ
産
業
に
お
い
て
は
、
特
許
権
に
起
因
す
る
先
駆
者
利
益
を
求
め
た
競
争
が
行
わ
れ（
８
）

る
。
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ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
競
争
フ
ェ
ー
ズ
の
分
類
は
、
欧
米
の
競
争
法
研
究
に
お
い
て
、
当
然
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ

（
９
）

る
。
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
競
争
活
動
は
多
段
階
か
つ
継
続
的
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
あ
る
市
場
構
造
に
つ
い
て
、
競
争
政
策
上
、

一
義
的
に
判
断
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
二
つ
の
競
争
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
競
争
活
動
や
市
場
構
造
の

競
争
政
策
的
含
意
を
う
ま
く
捕
捉
・
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
に
基
づ
く
高
い
乗
り
換
え
費
用

（sw
itch

in
g

cost

）
を
考
え
よ
う
。
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
高
い
乗
り
換
え
費
用
の
存
在
は
、
競
争
政
策
上
、
両
義
的
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
「
市
場
の
中
の
競
争
」
フ
ェ
ー
ズ
で
は
競
争
制
限
的
に
機
能
し
よ
う
が
、「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
そ

れ
に
基
づ
く
レ
ン
ト
の
存
在
が
積
極
的
な
企
業
活
動
の
原
動
力
と
も
な
り
得
る
か
ら
で
あ（
１０
）

る
。

２

ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用

（
一
）
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
仮
説
の
問
題

（
ア
）
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
を
重
視
し
て
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
を
控
え
る
べ
き
と
の
根
強
い
意
見
が
あ

（
１１
）

る
。
そ
れ
を
こ
こ
で
検
討
し
よ
う
。
そ
れ
ら
意
見
は
多
岐
に
渡
り
整
理
は
困
難
で
あ
る
が
、
主
に
企
業
結
合
規
制
に
つ
い
て
見
る
と
、

�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
特
徴
付
け
ら
れ
る
ハ
イ
テ
ク
産
業
で
は
、
た
と
え
市
場
支
配
力
を
発
生
さ
せ
る
と
し
て
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
の
た
め
に
甘
受
す
べ
き
と
す
る
立
場
、
及
び
�
ハ
イ
テ
ク
産
業
で
は
、
そ
も
そ
も
市
場
支
配
力
を
発
生
、
維
持
、
強
化
さ
せ
る
こ
と

が
あ
り
得
な
い
と
す
る
立
場
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
両
者
は
重
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
市
場
の
頑
健

さ
（robu
stn

ess

）
に
信
頼
を
置
く
点
で
共
通
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
前
者
は
、
資
源
配
分
上
の
効
率
性
に
対
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
動
態
的
効
率
性
）
の
規
範
的
優
位
性
を
承
認
し
た
上

（
１２
）

で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
仮
説
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
説
に

よ
れ
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
は
、
ま
ず
能
力
の
点
に
お
い
て
、
研
究
開
発
の
大
規
模
投
資
及
び
技
術
蓄
積
か
ら
絶
対
的
な
規
模
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が
必
要
で
あ
り
、
既
存
の
独
占
レ
ン
ト
が
研
究
開
発
に
有
益
と
す
る
。
ま
た
動
機
の
点
に
お
い
て
、
独
占
者
は
た
だ
乗
り
を
お
そ
れ
る

こ
と
な
く
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
果
実
を
享
受
で
き
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
大
規
模
性
を
達
成
す
る
企
業
結
合
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
の
観
点
か
ら
必
要
か
つ
望
ま
し
く
、
こ
れ
に
規
制
を
加
え
よ
う
と
す
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
は
有
害
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
市
場
支
配
的
企
業
は
既
存
の
利
潤
を
犠
牲
に
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

有
さ
ず
、
ま
た
官
僚
的
組
織
を
有
さ
ず
企
業
家
精
神
を
発
揮
し
や
す
い
小
規
模
企
業
の
方
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
有
利
と
の
ア
ロ
ー
仮

説
が
あ（
１３
）

る
。

（
イ
）
こ
の
問
題
点
に
関
す
る
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
の
態
度
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用

に
つ
い
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
ス
タ
ッ
フ
が
し
ば
し
ば
言
及
し
て
き
た
の
が
、
ポ
ー
タ
ー
（M

.E
.P

orter

）
の
競
争
論
で
あ（
１４
）

る
。
例

え
ば
、
知
的
財
産
ラ
イ
セ
ン
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
公
表
さ
れ
た
際
に
、
司
法
省
反
ト
ラ
ス
ト
局
長
で
あ
っ
た
ビ
ン
ガ
マ
ン

（A
.

B
in

gam
an

）
は
、「
ポ
ー
タ
ー
教
授
の
著
作
か
ら
得
ら
れ
る
教
訓
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
競
争
的
市
場
に
お
い
て
育
ま
れ

る
」
こ
と
だ
と
す
る
。
ポ
ー
タ
ー
は
、
資
源
配
分
上
の
効
率
性
よ
り
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
生
産
上
の
効
率
性
を
重
視
す
る
と
と
も

（
１５
）

に
、
そ
れ
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
生
産
上
の
効
率
性
達
成
に
は
競
争
圧
力
が
必
要
と
主
張
す（
１６
）

る
。
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
達
成
の
た
め
に
、
企
業
結
合
規
制
の
果
た
す
役
割
は
大
き（
１７
）

い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
伝
統
的
な
反
ト
ラ
ス
ト
法
学
者
の
信
念

と
共
通
す
る
も
の
で
あ（
１８
）

る
。

し
か
し
こ
れ
は
、
市
場
構
造
が
完
全
競
争
に
近
づ
く
ほ
ど
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
で
き
る
と
の
主
張
で
も
な
い
。
例
え
ば
研
究
開

発
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
理
論
的
に
検
討
す
る
と
、
研
究
開
発
後
、
技
術
に
つ
い
て
独
占
的
排
他
権
を
取
得
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
す

る
な
ら
ば
、
研
究
開
発
競
争
に
お
い
て
競
争
者
の
数
が
増
え
る
こ
と
は
、
一
方
で
競
争
者
に
先
ん
じ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
独
占
レ
ン

ト
を
得
よ
う
と
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
）
を
与
え
る
が
、
他
方
で
、
開
発
後
の
レ
ン
ト
の
専
有
可
能
性
を
減
少
さ
せ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

ハイテク産業における企業結合規制
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を
減
少
さ
せ
る
効
果
を
有
す
る
で
あ
ろ（
１９
）

う
。

そ
う
す
る
と
、
研
究
開
発
に
耐
え
う
る
企
業
規
模
を
認
め
つ
つ
、
か
つ
競
争
圧
力
が
存
在
す
る
寡
占
的
な
市
場
構
造
が
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
は
必
要
と
な
り
そ
う
で
あ（
２０
）

る
。
こ
の
点
、
か
つ
て
上
位
四
社
集
中
度
五
〇
な
い
し
五
五
％
を
示
唆
す
る
立
場
が
あ（
２１
）

り
、
ま
た
こ

の
よ
う
な
立
場
を
参
照
し
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
達
成
の
た
め
に
「
実
質
的
な

（su
bstan

tial
）」
市
場
支
配
力
を
甘
受
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
規
範
的
主
張
を
行
う
者
も
あ（
２２
）

る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
主
張
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
で
き
る
市
場
環
境
を
一
般
的
に
叙
述
で
き
て
も
、
個
別
事
件
の
法
規
範

と
し
て
は
機
能
し
得
な
い
。
も
は
や
絶
対
的
規
模
や
相
対
的
規
模
の
み
か
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
予
測
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
と
さ

れ
る
の
で
あ（
２３
）

る
。
結
局
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
市
場
分
析
を
行
う
た
め
に
は
、
競
争
者
の
相
互
依
存
性
を
生
み
出
す
寡
占
的
市

場
構
造
を
前
提
と
し
て
、
企
業
間
の
戦
略
的
行
動
に
注
目
し
た
市
場
分
析
が
必
要
と
な（
２４
）

る
。

（
二
）
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
果
た
す
役
割

さ
て
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
仮
説
と
は
別
に
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
規
制
を
控
え
る
べ
き
と
し
て
、
ポ
ズ
ナ
ー
等

い
わ
ゆ
る
シ
カ
ゴ
学
派
の
論
客
は
、
次
の
よ
う
な
主
張
を
行
う
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
及
び
裁
判
所
は
ハ
イ
テ
ク
産
業

に
お
け
る
競
争
条
件
を
審
査
す
る
能
力
を
有
さ（
２５
）

ず
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
規
制
を
行
う
な
ら
ば
競
争
制
限
的
で
な
い
企
業
結
合
を
禁
止

す
る
危
険
性
が
あ
り
、
そ
も
そ
も
た
と
え
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
を
断
念
し
た
と
し
て
も
、
市
場
の
自
動
調
整
能
力
の
故
に
企
業
結
合

が
競
争
制
限
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
と
す（
２６
）

る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
及
び
通
説
的
見
解
は
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
は
可
能
で
あ
り
、
か

つ
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
確
か
に
活
発
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
故
に
、
競
争
制
限
効
果
に
憂
慮
す
る
必
要
が
な
い
場
合
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
同
時
に
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
や
標
準
等
に
起
因
し
て
独
占
力
が
「
発
生
す
る
」
可
能

論 説

（阪大法学）５４（２―４２）４２６〔２００４．７〕



性
や
、
そ
れ
が
ス
イ
ッ
チ
ィ
ン
グ
コ
ス
ト
等
に
起
因
し
て
「
永
続
す
る
」
可
能
性
、
さ
ら
に
は
あ
る
世
代
に
お
け
る
独
占
力
が
補
完
品

の
抱
き
合
わ
せ
等
を
利
用
し
て
次
世
代
の
独
占
力
に
ま
で
「
拡
大
す
る
」
可
能
性
な
ど
、
理
論
的
に
競
争
制
限
（
市
場
支
配
力
の
発
生

・
維
持
・
強
化
）
は
問
題
に
な（
２７
）

る
。
そ
し
て
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
事
件
や
最
近
の
ビ
ザ
・
マ
ス
タ
ー
カ
ー
ド
事
件
の
よ
う
に
、
ハ
イ
テ
ク

産
業
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
に
お
い
て
、
実
際
に
競
争
制
限
効
果
が
発
生
し
て
い
る
の
で
あ（
２８
）

る
。
要
は
１
で
見
た
産
業
特
性
を
考
慮
し

た
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ（
２９
）

り
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
も
、
企
業
結
合
規
制
を
含
め
て
反
ト
ラ
ス
ト
法
の

果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
す（
３０
）

る
。

二

反
競
争
効
果
の
理
論
的
整
理

１

市
場
の
中
の
競
争
（com

petition
in

th
e

m
arket

）

ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
企
業
は
、
理
念
上
、
二
つ
の
競
争
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
競
い
合
っ
て
い
る
。
伝
統
的
な
「
市
場
の
中
の
競

争
（com

petition
in

th
e

m
arket

）」
フ
ェ
ー
ズ
と
、「
市
場
を
求
め
た
競
争
（com

petition
for

th
e

m
arket

）」
フ
ェ
ー
ズ
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
争
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
、
協
調
に
よ
る
競
争
制
限
効
果
と
、
単
独
に
よ
る
競
争
制
限
効
果
が
問
題
と

な
り
得
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
場
合
を
理
論
的
に
検
討
す
る
。

ま
ず
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
「
市
場
の
中
の
競
争
」
フ
ェ
ー
ズ
を
検
討
し
よ
う
。

第
一
に
、
協
調
に
よ
る
競
争
制
限
効
果
発
生
の
可
能
性
は
相
対
的
に
低
い
と
言
え
る
。
確
か
に
、
規
模
の
経
済
性
に
起
因
す
る
市
場

集
中
度
の
高
さ
は
、
協
調
行
為
の
蓋
然
性
を
高
め
る
考
慮
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
重
要
な
産
業
特
性
の
一

つ
は
、
品
質
に
基
づ
く
競
争
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
は
、
製
品
が
差
別
化
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
そ
の

結
果
、
協
調
行
為
に
つ
い
て
競
争
者
間
の
合
意
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
低
い
限
界
費
用
及
び
高
い
利
潤
率
と
い
う
産
業
特
性
は
、
協
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調
行
為
か
ら
の
逸
脱
に
大
き
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
完
全
に
協
調
行
為
を
危
惧
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
高
い
固
定
費
用
と
い

う
特
徴
に
注
目
す
れ
ば
、
市
場
価
格
が
平
均
費
用
を
下
回
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
協
調
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
高
ま
る
と
も
言

え
る
。
特
に
、
市
場
に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
で
な
い
状
況
で
は
、
協
調
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
高
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
二
に
、
単
独
に
よ
る
競
争
制
限
効
果
発
生
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
な
独
占
的
地
位
の
獲
得
と
共
に
、
製
品
差
別
化
と
い

う
産
業
特
性
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
（u
n

ilateral
effect

）
が
問
題
に
な（
３１
）

る
。
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
の
計
測
に
は
、

価
格
費
用
マ
ー
ジ
ン
と
製
品
間
の
代
替
率
が
必
要
で
あ
る
が
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
特
徴
と
し
て
、
高
い
固
定
費
用
の
存
在
を
指
摘
で
き

た
。
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
利
潤
率
は
、
高
い
固
定
費
用
を
補
填
す
る
た
め
に
大
き
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
に
高
い

価
格
費
用
マ
ー
ジ
ン
を
確
認
で
き
よ
う
。
問
題
は
、
製
品
間
の
代
替
率
で
あ
る
。
企
業
結
合
当
事
者
に
つ
い
て
製
品
間
の
代
替
率
が
高

け
れ
ば
、
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
の
発
生
可
能
性
が
高
く
な
る
。

な
お
、
こ
こ
で
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
重
要
な
考
慮
要
因
で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
市
場
支
配
力
の
消
滅
が
予
想
さ
れ
れ

ば
、
企
業
結
合
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
、
ど
れ
程
永
続
し
て
、
初
め
て
市
場
支
配
力
の
形
成
を
認
め
る
か
と
い
う
評
価

の
問
題
で
あ
る
。
米
国
で
は
、
新
規
参
入
の
評
価
に
現
れ
る
よ
う
に
、
企
業
結
合
に
つ
い
て
二
年
が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
。
二
年
以
内

に
市
場
支
配
力
を
消
滅
さ
せ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
で
き
れ
ば
、
企
業
結
合
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
現
実
の

市
場
分
析
に
お
い
て
、「
市
場
の
中
の
競
争
」
と
「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
は
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
。
特
に
、「
市
場
を
求

め
た
競
争
」
が
活
発
に
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、「
市
場
の
中
の
競
争
」
も
活
発
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
言
え
る
。

２

市
場
を
求
め
た
競
争
（com

petition
for

th
e

m
arket

）

（
ア
）
次
に
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
フ
ェ
ー
ズ
を
検
討
し
よ
う
。
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第
一
に
、
協
調
に
よ
る
競
争
制
限
効
果
は
、「
市
場
の
中
の
競
争
」
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
よ
り
も
、
更
に
そ
の
危
険
性
は
低
い
と
言

え
る
。「
一
人
勝
ち
」
の
状
況
に
お
い
て
、
競
争
が
常
に
支
配
戦
略
と
な
る
こ
と
は
容
易
に
分
か
る
。
と
り
わ
け
協
調
行
為
の
対
象
が

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
あ
る
場
合
に
は
、
一
層
そ
の
危
険
性
を
憂
慮
す
る
必
要
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
。
協
調
行
為
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

と
し
て
の
合
意
の
成
立
、
逸
脱
の
監
視
、
逸
脱
に
対
す
る
制
裁
、
こ
れ
ら
全
て
の
段
階
に
お
い
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
協
調

行
為
は
困
難
で
あ（
３２
）

る
。
既
に
市
場
に
お
い
て
協
調
行
為
が
見
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
は
別
と
し
て
、
協
調
行
為
の
発
生
を
事
前
に
危
惧
し

て
、
企
業
結
合
を
禁
止
す
る
必
要
性
は
乏
し
い
と
言
え
る
。

第
二
に
、
単
独
に
よ
る
競
争
制
限
効
果
発
生
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
等
を
利
用
し
た
、
市
場
に
お
け
る
勝
利
者
決

定
過
程
を
ゆ
が
め
る
競
争
者
排
除
行
為
に
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
が
な
さ
れ
て
い
る
市
場
に
お
い
て
、
市

場
参
加
者
は
、
�
競
争
者
排
除
の
た
め
に
当
該
競
争
者
を
取
得
し
た
り
、
ま
た
�
企
業
結
合
後
の
市
場
地
位
を
利
用
し
て
、
競
争
者
を

排
除
す
る
戦
略
的
行
動
を
採
用
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
競
争
者
排
除
行
為
に
よ
っ
て
、「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
過
程
が

歪
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
競
争
の
停
止
や
競
争
の
回
避
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
競
争
者
を
排
除
す
る
力
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
点

に
注
意
が
必
要
で
あ（
３３
）

る
。
上
記
�
は
、
企
業
結
合
が
直
接
に
競
争
者
排
除
の
手
段
行
為
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
上
記
�
は
、

企
業
結
合
に
よ
り
競
争
者
排
除
力
の
形
成
が
予
測
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

（
イ
）
以
上
か
ら
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
企
業
結
合
規
制
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
ず
伝
統
的
な
企
業

結
合
規
制
が
主
眼
目
と
し
て
き
た
協
調
行
為
の
発
生
は
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
憂
慮
す
る
必
要
性
は
相
対
的
に
低
い
と
言
え
る
。

ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
は
、
寡
占
規
制
よ
り
も
独
占
規
制
が
課
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
例
え
ば
、「
工
業
経
済
が
寡
占
で
占
め
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
情
報
経
済
は
一
時
的
独
占
（tem

porary
m

on
opolies

）
で
占
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
形
容
さ
れ
る
の

ハイテク産業における企業結合規制
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で
あ（
３４
）

る
。

よ
り
具
体
的
に
、「
市
場
の
中
の
競
争
」
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
独
占
的
地
位
の
獲
得
問
題
に
加
え
て
、
ユ
ニ
ラ
テ
ラ

ル
効
果
に
よ
る
市
場
支
配
力
の
形
成
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
は
、
競
争
者
を
排

除
す
る
力
の
行
使
及
び
形
成
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
伝
統
的
な
企
業
結
合
分
析
枠
組
み
が
、
こ
れ
ら
新
た
な
競
争
制
限
効
果

を
う
ま
く
捕
捉
で
き
る
か
が
、
次
の
問
題
と
な
る
。

（
２
）

S
ee

R
.

P
itofsky,

A
n

titru
st

an
d

In
tellectu

al
P

roperty
:

U
n

resolved
Issu

es
at

th
e

H
eart

of
th

e
N

ew
E

con
om

y,

16
B

E
R

K
E

L
E

Y
T

E
C

H
.

L
.

J.
535,

537

―542
(2001);

L
.

A
.

S
u

llivan
,

Is
C

om
petition

P
olicy

P
ossible

in
H

igh

T
ech

m
arkets?

:
A

n
In

qu
iry

in
to

A
n

titru
st,

In
tellectu

al
P

roperty,
an

d
B

roadban
d

R
egu

lation
as

A
pplied

to
“T

h
e

N
ew

E
con

om
y”,

52
C

A
S

E
W

.
R

E
S

.
41,

43

―45
(2001);

D
.

S
.

E
van

s
&

R
.

S
ch

m
alen

see,
S

om
e

E
con

om
ic

A
spects

of

A
n

titru
st

A
n

alysis
in

D
yn

am
ically

C
om

petitive
In

du
stries,

N
B

E
R

W
orkin

g
P

aper
N

o.8268,
7

―15
(2001);

J.
A

.

N
ew

berg,
A

n
titru

st
for

th
e

E
con

om
y

of
Ideas

:
T

h
e

logic
of

T
ech

n
ology

M
arkets,

14
H

A
R

V
.

J.
L

A
W

&
T

E
C

H
.

83,

130

―132
(2000);

C
.S

h
apiro,C

om
petition

P
olicy

in
th

e
In

form
ation

E
con

om
y

2

―6
(1999).

（
３
）

後
に
述
べ
る
「
市
場
の
中
の
競
争
（com

petition
in

th
e

m
arket

）」
場
面
と
「
市
場
を
求
め
た
競
争
（com

petition
for

th
e

m
arket

）」
場
面
に
分
け
た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
付
け
で
あ
る
。

（
４
）

S
ee

W
.

J.
B

au
m

ol
&

D
.

G
.

S
w

an
son

,
T

h
e

N
ew

E
con

om
y

an
d

U
biqu

itou
s

C
om

petitive
P

rice
D

iscrim
in

ation
:

Iden
tifyin

g
D

efen
sible

C
riteria

of
M

arket
P

ow
er,70

A
N

T
IT

R
U

S
T

L
.J.661,661,680

(2003).

（
５
）

さ
し
あ
た
り
、
依
田
高
典
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
』
一
一
二
―
一
一
四
頁
（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
一
年
）、
田
中
悟
「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
型
標
準
の
形
成
と
効
果
」（
土
井
教
之
編
『
技
術
標
準
と
競
争
』（
日
本
経
済
評
論
社
・
二
〇
〇
一
年
）
所
収
）
八
四
―
九
三
頁

参
照
。

（
６
）

E
van

s
&

S
ch

m
alen

see,
su

pra
n

ote
2,

at
2

;
G

.
J.

W
erden

,
N

etw
ork

E
ffects

an
d

C
on

dition
s

of
E

n
try

:
L

esson
s

from
th

e
M

icrosoft
C

ase,
69

A
N

T
IT

R
U

S
T

L
.

J.
87,

91
(2001);

S
.

M
.

B
esen

&
J.

F
arrell,

C
h

oosin
g

H
ow

to

論 説
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C
om

pete
:

S
trategies

an
d

T
actics

in
S

tan
dardization

,8
J.E

C
O

N
.P

E
R

S
.117,120

(1994).

（
７
）

S
ee

O
E

C
D

,
A

pplication
of

C
om

petition
P

olicy
to

H
igh

T
ech

M
arkets,

O
C

D
E

/G
D

(97)44,
at

19
(1997)

[h
erein

af-

ter
cited

as
H

igh
T

ech
M

arkets].

先
駆
者
利
益
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
小
田
切
宏
之
『
新
し
い
産
業
組
織
論
』
一
五
九
―
一
六
六

頁
（
有
斐
閣
・
二
○
○
一
年
）
参
照
。

（
８
）

医
薬
品
産
業
に
つ
い
て
、
た
と
え
技
術
独
占
が
不
可
能
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
他
者
に
先
駆
け
て
市
場
参
入
し
、
第
一
選
択
薬
と
し
て

の
地
位
を
獲
得
す
れ
ば
、
慣
習
に
基
づ
く
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
（
心
理
的
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
）
を
高
め
先
駆
者
利
益
を
享
受
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
の
指
摘
が
あ
る
（M

.H
.M

orse,
P

rodu
ct

M
arket

D
efin

ition
in

th
e

P
h

arm
aceu

tical
In

du
stry,

71
A

N
T

I-

T
R

U
S

T
L

.J.633,637

―638
(2003)

）。

（
９
）

Ｅ
Ｃ
競
争
法
に
つ
い
て
、S

.
B

IS
H

O
P

&
M

.
W

A
L

K
E

R
,

T
H

E
E

C
O

N
O

M
IC

S
O

F
E

C
C

O
M

P
E

T
IT

IO
N

L
A

W
303

―304

(2002)

参
照
。

（
１０
）

勿
論
、
二
つ
の
競
争
概
念
は
、
わ
が
国
の
独
禁
法
分
析
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る
。
例
え
ば
、
企
業
結
合
規
制
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
扱
い
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
独
禁
法
学
は
、
次
に
見
る
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
仮
説
と
ア
ロ
ー
仮
説
を
堂
々
巡
り
す
る
だ
け
で
、
個
別

事
件
の
規
範
展
開
に
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
市
場
行
動
レ
ベ
ル
に
お
け
る
二
つ
の
競
争
概
念
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
、
よ
り
現
実
的
か
つ
整
理
さ
れ
た
市
場
分
析
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
点
、
動
的
な
競
争
に
つ
い
て
「
市
場
構
造
主
義
か
ら
市
場
行
動
主

義
へ
の
観
点
の
転
換
」
を
説
く
、
稗
貫
俊
文
「
日
本
の
医
薬
品
産
業
と
競
争
政
策
」
知
的
財
産
法
政
策
学
研
究
一
号
一
三
九
頁
（
二
〇
〇
四

年
）
参
照
。

（
１１
）

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巡
る
様
々
な
市
場
観
及
び
そ
れ
ら
の
政
策
的
含
意
を
整
理
す
る
も
の
と
し
て
、J.

E
llig

&
D

.
L

in
,

A
T

axon
-

om
y

of
D

yn
am

ic
C

om
petition

T
h

eories,
in

J.
E

L
L

IG
E

D
.,

D
Y

N
A

M
IC

C
O

M
P

E
T

IT
IO

N
A

N
D

P
U

B
L

IC
P

O
L

IC
Y

16

(2001)

参
照
。S

ee
also

R
.J.R

.P
eritz,

D
yn

am
ic

E
fficien

cy
an

d
U

S
A

n
titru

st
P

olicy,
in

A
.C

U
C

IN
O

T
T

A
,

R
.

P
A

R
D

O
-

L
E

S
I,&

R
.V

.D
.B

E
R

G
H

,P
O

S
T

-C
H

IC
A

G
O

D
E

V
E

L
O

P
M

E
N

T
S

IN
A

N
T

IT
R

U
S

T
L

A
W

108
(2002).

（
１２
）

こ
の
点
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
争
い
が
な
い
。

（
１３
）

市
場
構
造
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
係
る
実
証
研
究
一
般
に
つ
い
て
、F

.M
.S

ch
erer,

S
ch

u
m

peter
an

d
P

lau
sible

C
apital-

ism
,30

J.E
C

O
N

.L
IT

E
R

A
T

U
R

E
1416

(1992)

参
照
。
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（
１４
）

S
ee

e.
g.,

A
.B

in
gam

an
,

T
h

e
R

ole
of

A
n

titru
st

in
In

tellectu
al

P
roperty

(1994);
R

.
J.

G
ilbert

&
S

.
C

.
S

u
n

sh
in

e,

In
corporatin

g
D

yn
am

ic
E

fficien
cy

C
on

cern
s

in
M

erger
A

n
alysis

:
T

h
e

U
se

of
In

n
ovation

M
arkets,

63
A

N
T

IT
R

U
S

T

L
.

J.
569,

580
(1995);

T
.

N
.

D
ah

dou
h

&
J.

F
.

M
on

goven
,

T
h

e
S

h
ape

of
T

h
in

gs
to

C
om

e
:

In
n

ovation
M

arket

A
n

alysis
in

M
erger

C
ases,

64
A

N
T

IT
R

U
S

T
L

.
J.

405,
408

(1996).
S

ee
also

L
.

B
.

L
an

dm
an

,
C

om
petitiven

ess,

In
n

ovation
P

olicy,
an

d
th

e
In

n
ovation

M
arket

M
yth

:
A

R
eply

to
T

om
an

d
N

ew
berg

on
In

n
ovation

M
arkets

A
s

th
e

“C
en

terpiece”
of

“N
ew

T
h

in
kin

g”
on

In
n

ovation
,13

S
T

.JO
H

N
’S

J.L
.C

O
M

M
.223,231

―234
(1998).

（
１５
）

S
ee

M
.

E
.

P
orter,

C
om

petition
an

d
A

n
titru

st
:

T
ow

ard
a

P
rodu

ctivity-B
ased

A
pproach

to
E

valu
atin

g
M

ergers

an
d

Join
t

V
en

tu
res,46

A
N

T
IT

R
U

S
T

B
U

L
L

.919,932

―935
(2001).

（
１６
）

S
ee

id.at
923,953

―954.

（
１７
）

S
ee

id.at
943

―944.

（
１８
）

S
ee

E
.

M
.

F
ox

&
L

.
A

.
S

u
llivan

,
A

n
titru

st-R
etrospective

an
d

P
rospective

:
W

h
ere

A
re

W
e

C
om

in
g

F
rom

?

W
h

ere
A

re
W

e
G

oin
g?,62

N
.Y

.U
.L

.R
E

V
.936,976

(1987);
H

.S
.

G
erla,

R
estorin

g
R

ivalry
A

s
a

C
en

tral
C

on
cept

in
A

n
titru

st
L

aw
,75

N
E

B
.L

.R
E

V
.209,228

―237
(1996).

（
１９
）

S
ee

F
.

M
.

S
C

H
E

R
E

R
&

D
.

R
O

S
S

,
IN

D
U

S
T

R
IA

L
M

A
R

K
E

T
S

T
R

U
C

T
U

R
E

A
N

D
E

C
O

N
O

M
IC

P
E

R
F

O
R

M
-

A
N

C
E

632
(1990).

（
２０
）

S
ee

id.at
660.

（
２１
）

F
.

M
.

S
ch

erer,
M

arket
S

tru
ctu

re
an

d
th

e
E

m
ploym

ent
of

S
cien

tists
an

d
E

n
gin

eers,
57

A
M

.
E

C
O

N
.

R
E

V
.

524,

530
(1967);

P
.

A
R

E
E

D
A

&
D

.
F

.
T

U
R

N
E

R
,

2
A

N
T

IT
R

U
S

T
L

A
W

:
A

N
A

N
A

L
Y

S
IS

O
F

A
N

T
IT

R
U

S
T

P
R

IN
C

I-

P
L

E
S

A
N

D
T

H
E

IR
A

P
P

L
IC

A
T

IO
N

291
(1978).

（
２２
）

G
ilbert

&
S

u
n

sh
in

e,su
pra

n
ote

14,at
581.

（
２３
）

後
藤
晃
・
鈴
村
興
太
郎
『
日
本
の
競
争
政
策
』
三
四
〇
―
三
四
一
頁
（
岡
田
羊
祐
執
筆
）（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
２４
）

S
ee

D
.

M
cG

ow
an

,
In

n
ovation

,
U

n
certain

ty,
an

d
S

tability
in

A
n

titru
st

L
aw

,
16

B
E

R
K

E
L

E
Y

T
E

C
H

.
L

.
J.

729,

769

―770
(2001).
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（
２５
）

S
ee

R
.

A
.

P
osn

er,
A

n
titru

st
in

th
e

N
ew

E
con

om
y,

68
A

N
T

IT
R

U
S

T
L

.
J.

925,
936

―943
(2001).

S
ee

also

P
itofsky,su

pra
n

ote
2,at

556

―558.
（
２６
）

D
.

J.
T

eece
&

M
.

C
olem

an
,

T
h

e
M

ean
in

g
of

M
on

opoly
:

A
n

titru
st

A
n

alysis
in

H
igh

-T
ech

n
ology

In
du

stries,
43

A
N

T
IT

R
U

S
T

B
U

L
L

.801,846

―847
(1998).

（
２７
）

S
ee

gen
erally

S
h

apiro,su
pra

n
ote

2
;

D
.

L
.

R
u

bin
feld,

A
n

titru
st

E
n

forcem
en

t
in

D
yn

am
ic

N
etw

ork
In

du
stries,

43
A

N
T

IT
R

U
S

T
B

U
L

L
.

859,
879

―880
(1998).

な
お
、
独
占
力
の
「
永
続
」
及
び
次
世
代
へ
の
「
拡
大
」
の
観
点
か
ら
レ
ベ
レ
ッ
ジ

（
特
に
抱
き
合
わ
せ
）
の
競
争
制
限
効
果
を
論
じ
る
、R

.
C

.
F

eldm
an

,
D

efen
sive

L
everagin

g
in

A
n

titru
st,

87
G

E
O

.
L

.
J.

2079,2090

―2095
(1999)

参
照
。

（
２８
）

も
っ
と
も
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用
に
慎
重
な
立
場
か
ら
は
、
こ
れ
ら
事
件
は
そ
も
そ
も
規
制
す
べ
き
で
な
い
場
合
と
理
解
さ
れ
る
。

S
ee

e.g.,W
.J.K

olasky,N
etw

ork
E

ffects
:

A
C

on
trarian

V
iew

,7
G

E
O

.M
A

S
O

N
L

.R
E

V
.577,612

―614
(1999).

（
２９
）

R
.J.G

ilbert
&

W
.K

.T
om

,
Is

In
n

ovation
K

in
g

at
th

e
A

n
titru

st
A

gen
cies?

:
T

h
e

In
tellectu

al
P

roperty
G

u
idelin

es

F
ive

Y
ears

L
ater,69

A
N

T
IT

R
U

S
T

L
.J.43,47

(2001).

（
３０
）

R
.

P
itofsky,

su
pra

n
ote

2,
at

536
;

R
.

P
itofsky,

A
n

titru
st

A
n

alysis
in

H
igh

-T
ech

In
du

stries
:

A
19

th
C

en
tu

ry

D
isciplin

e
A

ddresses
21

st
C

en
tu

ry
P

roblem
s,

4
T

E
X

.R
E

V
.

L
.

&
P

O
L

.
129,

130

―133
(1999);

W
.

J.
B

aer
&

D
.

A
.

B
alto,

A
n

titru
st

E
n

forcem
en

t
an

d
H

igh
-T

ech
n

ology
M

arkets,
5

M
IC

H
.

T
E

L
E

C
O

M
M

.
T

E
C

H
.

L
.

R
E

V
.

73,
75

(1999);
F

.
M

.
F

ish
er,

A
n

titru
st

an
d

In
n

ovative
In

du
stries.

68
A

N
T

IT
R

U
S

T
L

.
J.

559,
564

(2000);
J.

P
olen

berg,

tfosorciM
an

d
croM

iftos
:

W
h

y
H

igh
-T

ech
n

ology
A

n
titru

st
In

qu
iry

Is
B

ackw
ards

an
d

In
side-O

u
t,

57
M

IA
M

I
L

.

R
E

V
.1275,1279

―1284
(2003).

（
３１
）

S
h

apiro,su
pra

n
ote

2,at
6

―7.

（
３２
）

S
ee

G
ilbert

&
S

u
n

sh
in

e,
su

pra
n

ote
14,

at
591.

通
常
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
競
争
者
に
と
っ
て
非
可
視
的
で
あ
り
、
協
調

行
為
か
ら
の
潜
脱
の
発
見
、
制
裁
の
機
能
が
働
き
難
い
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

（
３３
）

既
に
川
浜
教
授
は
、
本
稿
が
「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
と
整
理
す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
競
争
に
つ
い
て
、
競
争
排
除
型
の
市
場
支
配
力

行
使
に
注
目
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
川
浜
昇
「
技
術
革
新
と
独
占
禁
止
法
」
日
本
経
済
法
学
会
年
報
四
二
号
五
七
―
五
八
頁

ハイテク産業における企業結合規制
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第
三
章

ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
市
場
分
析

一

伝
統
的
市
場
分
析
枠
組
み
の
問
題
点

１

伝
統
的
市
場
分
析
枠
組
み
の
問
題
点

（
ア
）
米
国
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
の
企
業
結
合
規
制
方
針
は
、
司
法
省
及
び
Ｆ
Ｔ
Ｃ
が
共
同
で
公
表
し
た
一
九
九
二
年
の
水
平
企
業
結

合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
の
水
平
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
基
本
的
な
分
析
枠
組
み
は
、

�
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
に
よ
り
市
場
を
画
定
し
、
�
市
場
参
加
者
を
認
定
し
た
後
に
市
場
に
お
け
る
Ｈ
Ｈ
Ｉ
を
算
定
す
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
�
「
小
幅
で
あ
る
が
有
意
か
つ
一
時
的
な
も
の
で
な
い
（sm

all
bu

t
sign

ifican
t,

n
on

tran
sitory

in
-

crease
in

price

）」
仮
定
的
独
占
企
業
の
価
格
引
き
上
げ
テ
ス
ト
（
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
）
に
よ
り
、
需
要
の
代
替
及
び
供
給
の
代

替
を
考
慮
し
た
市
場
画
定
を
行
い
、
次
に
�
市
場
に
お
け
る
参
加
企
業
の
シ
ェ
ア
の
二
乗
を
足
し
合
わ
せ
た
も
の
に
基
づ
き
市
場
を
分

類
し
て
（
Ｈ
Ｈ
Ｉ
テ
ス
ト
）、
新
規
参
入
の
蓋
然
性
や
効
率
性
の
達
成
等
の
分
析
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ（
３５
）

る
。

こ
の
よ
う
な
市
場
分
析
道
具
は
、
�
価
格
を
基
準
と
し
た
企
業
間
競
争
を
念
頭
に
置
き
（
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
）、
か
つ
�
価
格
支

配
力
の
発
生
モ
デ
ル
と
し
て
プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
型
の
寡
占
協
調
を
主
た
る
対
象
に
す
る
（
Ｈ
Ｈ
Ｉ
テ
ス
ト
）
と
評
価
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
先
に
見
た
典
型
的
な
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
特
質
と
必
ず
し
も
整
合
的
で
な
い
。
そ
こ
で
、
Ｓ
Ｓ
Ｎ

Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
や
Ｈ
Ｈ
Ｉ
テ
ス
ト
の
利
用
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

（
イ
）
第
一
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

（
一
九
九
九
年
））。

（
３４
）

C
.S

H
A

P
IR

O
&

H
.R

.V
A

R
IA

N
,IN

F
O

R
M

A
T

IO
N

R
U

L
E

S
173

(1999).
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ま
ず
、「
市
場
の
中
の
競
争
」
に
つ
い
て
、
価
格
引
き
上
げ
に
伴
う
需
要
の
移
動
を
観
察
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。

差
別
化
さ
れ
た
製
品
に
関
す
る
市
場
画
定
の
一
般
的
困
難
さ
の
他
、
シ
ス
テ
ム
財
と
し
て
の
問
題
が
生
じ
得
る
。
す
な
わ
ち
、
パ
ソ
コ

ン
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
財
に
つ
い
て
は
、
関
連
製
品
以
外
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
市
場
環
境
に
よ
り
、

関
連
製
品
の
需
要
は
一
変
す
る
の
で
あ
り
、
単
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
製
品
の
価
格
の
み
に
注
目
し
て
市
場
を
画
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
ま
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
よ
う
な
耐
久
財
に
つ
い
て
は
、
価
格
引
き
上
げ
に
対
抗
し
て
、
需
要
者
は
既
存
製
品
（
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

を
使
用
し
続
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ（
３６
）

る
。
そ
こ
で
、
既
存
イ
ン
ス
ト
ー
ル
ベ
ー
ス
か
ら
の
競
争
を
、
ど
の
よ
う
に
市
場
画
定
に
お
い
て

考
慮
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
生
じ（
３７
）

る
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
は
品
質
に
基
づ
く
競
争
が
行
わ
れ
て
お
り
、
需
要
者
は
「
小
幅
な
（sm

all

）
価
格
引

き
上
げ
」
に
反
応
を
示
す
訳
で
は
な
い
と
の
批
判
も
あ
る
。
具
体
的
に
テ
ィ
ー
ス
（D

.
T

eece

）
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
に
代
わ
る
、

次
の
よ
う
な
テ
ス
ト
を
提
案
す
る
。
す
な
わ
ち
、
製
品
の
品
質
の
変
化
に
対
応
す
る
需
要
の
移
動
を
見
る
た
め
に
、「
製
品
の
特
徴
的

な
性
能
（key

perform
an

ce
attribu

te
）」
一
つ
に
つ
い
て
二
五
％
の
劣
化
を
仮
定
し
て
、
四
年
間
に
お
け
る
需
要
の
移
動
を
見
る

と
い
う
も
の
で
あ（
３８
）

る
。

も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
主
張
に
対
し
て
は
、「
特
徴
的
な
性
能
」
や
「
二
五
％
の
劣
化
」
を
確
定
す
る
こ
と
の
現
実
性
や
客
観
性
が

疑
問
視
さ
れ
て
い
る（
３９
）

他
、
そ
も
そ
も
品
質
の
劣
化
を
仮
定
す
る
こ
と
の
意
義
が
問
題
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る

問
題
は
、
品
質
の
劣
化
で
は
な
く
、
品
質
改
善
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
の
「
停
滞
」
で
あ
る
。
た
と
え
独
占
者
で
あ
っ
て
も
、
現
在
よ

り
製
品
の
品
質
を
劣
化
さ
せ
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
非
現
実
的
な
仮
定
は
、
市
場
を
広
く
画
定
す
る
こ
と
に
な
り

か
ね
な（
４０
）

い
。

次
に
、「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
に
つ
い
て
は
、「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
フ
ァ
ラ
シ
ー
（a

dyn
am

ic
fallacy

/
pen

etratin
g

ハイテク産業における企業結合規制
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pricin
g

fallacy

）」
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
フ
ァ
ラ
シ
ー
と
は
、
と
り
わ
け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
に
お
い
て
、

企
業
が
「
浸
透
価
格
（pen

etratin
g

pricin
g

）
戦
略
」
を
採
用
し
、
短
期
限
界
費
用
を
下
回
る
価
格
付
け
を
行
う
よ
う
な
場
合
、
そ

の
価
格
を
基
準
に
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
を
仮
定
す
れ
ば
、
狭
い
市
場
を
画
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
低
価
格
が
活
発
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
間
競
争
の
証
左
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
狭
い
市
場
を
画
定
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
フ
ァ

ラ
シ
ー
は
、
い
わ
ゆ
る
セ
ロ
フ
ァ
ン
・
フ
ァ
ラ
シ
ー
と
反
対
の
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
セ
ロ
フ
ァ
ン
・
フ
ァ
ラ
シ
ー
の
解
決
策
と
同

様
に
、
仮
想
的
な
一
時
的
で
は
な
い
競
争
価
格
を
基
準
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
ハ
イ
テ
ク
産
業

に
お
け
る
「
競
争
価
格
」
の
認
定
は
容
易
で
は
な
い
。

（
ウ
）
第
二
に
、
Ｈ
Ｈ
Ｉ
や
市
場
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

ま
ず
、「
市
場
の
中
の
競
争
」
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
な
ど
の
耐
久
財
に
関
し
て
、
い
わ
ゆ
る
コ
ー
ス
の
推
測

（C
oase

C
on

jectu
re

）
が
機
能
す
る
可
能
性
が
あ（
４１
）

る
。
す
な
わ
ち
、
製
品
に
高
い
留
保
価
格
を
有
す
る
需
要
者
も
、
い
ず
れ
供
給

者
が
顧
客
獲
得
の
た
め
に
価
格
を
引
き
下
げ
る
に
違
い
な
い
と
の
推
測
を
立
て
れ
ば
、
留
保
価
格
（
限
界
費
用
以
上
の
価
格
）
で
の
購

入
を
控
え
る
の
で
あ
る
。
コ
ー
ス
の
推
測
が
機
能
す
れ
ば
、
大
き
な
市
場
シ
ェ
ア
を
有
す
る
供
給
者
も
、
市
場
支
配
力
の
行
使
を
行
い

得
な
い
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
供
給
者
は
様
々
な
対
応
策
を
採
用
す
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
競
争
制
限
的
と
評
価
で
き
る
も
の
も
存
在

す（
４２
）

る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
規
制
は
、
第
一
義
的
に
は
企
業
結
合
規
制
の
問
題
で
は
な（
４３
）

い
。

ま
た
、
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
先
に
述
べ
た
様
々
な
困
難
さ
を
克
服
し
て

市
場
を
画
定
し
た
と
し
て
も
、
一
旦
市
場
画
定
が
な
さ
れ
れ
ば
、
関
連
製
品
間
の
密
接
代
替
性
は
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
ユ
ニ

ラ
テ
ラ
ル
効
果
の
分
析
に
お
い
て
は
、
市
場
シ
ェ
ア
は
我
々
の
大
き
な
関
心
事
で
は
な
い
。
製
品
間
の
代
替
率
が
直
接
の
関
心
事
で
あ

（
４４
）

る
。
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次
に
、「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
に
つ
い
て
は
、
市
場
シ
ェ
ア
の
高
さ
そ
れ
自
体
を
問
題
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
に
基
づ
き
不
可
避
的
に
生
じ
る
高
い
市
場
シ
ェ
ア
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
規
範
的
評
価
を
与
え
る
か
が

問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
急
速
な
市
場
変
化
を
特
性
と
す
る
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
、
現
在
の
市
場
シ
ェ
ア
や
市
場
集
中
度
が
、
将
来

の
競
争
状
態
を
ど
れ
程
正
確
に
反
映
す
る
の
か
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な（
４５
）

い
。

（
エ
）
第
三
に
、
そ
も
そ
も
既
存
の
市
場
分
析
枠
組
み
が
前
提
と
す
る
「
市
場
支
配
力
（m

arket
pow

er

）」
概
念
自
体
に
つ
い
て
、

問
題
あ
り
と
批
判
さ
れ
る
。
伝
統
的
な
反
ト
ラ
ス
ト
政
策
に
お
い
て
、
市
場
支
配
力
は
一
般
に
（
短
期
）
限
界
費
用
と
価
格
と
の
乖
離

率
で
示
さ
れ
て
き（
４６
）

た
。
そ
し
て
市
場
シ
ェ
ア
の
重
要
性
も
、
ク
ー
ル
ノ
ー
競
争
型
市
場
に
お
け
る
当
該
乖
離
率
と
の
連
関
に
お
い
て
支

持
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
は
、
限
界
費
用
と
の
乖
離
率
を
以
て
市
場
支
配
力
の
徴
表
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

と
の
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
研
究
開
発
費
に
代
表
さ
れ
る
多
額
の
固
定
費
用
の
存
在
を
鑑
み
れ
ば
、
限
界
費
用
を
上
回
る
価
格
付

け
は
企
業
活
動
上
不
可
避
で
あ
り
、
限
界
費
用
を
上
回
る
価
格
付
け
が
な
け
れ
ば
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
結
果
と
し
て
活
発
な
競
争
を
期
待
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
）
と
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ（
４７
）

る
。

そ
こ
で
、
限
界
費
用
に
代
え
て
平
均
費
用
を
基
準
と
す
る
こ
と
や
、
さ
ら
に
平
均
費
用
に
適
切
な
リ
ス
ク
調
整
を
加
え
た
も
の
を
基

準
と
す
る
と
の
主
張
も
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
企
業
の
利
潤
率
を
市
場
支
配
力
の
指
標
と
す
べ
き
と
の
主
張
も
あ（
４８
）

る
。
特
に
利
潤
率
を
重

視
す
べ
き
と
の
学
説
に
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
違
反
を
主
張
す
る
者
に
、
利
潤
率
の
高
さ
が
�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
報
酬
と
し
て

の
性
質
（S

ch
u

m
peterian

）
又
は
�
希
少
性
に
基
づ
く
生
産
上
の
優
位
性
を
示
す
（R

icardian

）
も
の
で
は
な
く
、
�
市
場
支
配

力
の
徴
表
（P

orterian

）
で
あ
る
と
の
立
証
責
任
を
負
わ
せ
る
べ
き
と
の
主
張
も
あ（
４９
）

る
。

も
っ
と
も
い
ず
れ
の
説
も
、
算
定
等
の
技
術
的
困
難
性
が
指
摘
さ
れ（
５０
）

る
。
特
に
利
潤
率
を
市
場
支
配
力
の
指
標
と
す
る
場
合
に
は
、

ハイテク産業における企業結合規制

（阪大法学）５４（２―５３）４３７〔２００４．７〕



会
計
上
の
利
益
率
を
参
考
に
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
学
に
お
い
て
既
に
よ
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
機
会
費
用
の

算
定
や
レ
ン
ト
の
認
定
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
な
も
の
で
は
な
い
。
何
よ
り
も
、
事
前
規
制
で
あ
る
企
業
結
合
規
制
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う

な
作
業
を
行
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
費
用
は
技
術
条
件
等
に
よ
り
外
生
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
企

業
が
戦
略
的
に
決
定
す
る
も
の
（
内
生
的
）
だ
か
ら
で
あ
る
。

２

反
ト
ラ
ス
ト
当
局
の
立
場

さ
て
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
の
立
場
は
如
何
な
る
も
の
か
。

こ
の
点
、
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
現
在
の
水
平
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
市
場
分
析
を
行
う
こ

と
も
十
分
に
可
能
と
す
る
。
例
え
ば
、
司
法
省
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ（
５１
）

る
。

第
一
に
、
製
品
市
場
画
定
に
つ
い
て
は
、
品
質
が
競
争
戦
略
上
の
変
数
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
品
質
の
変
化
に
応
じ
た
需
要
の

代
替
性
を
見
る
の
で
あ
り
、
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
「
価
格
又
は
他
の
競
争
上
の
変
数
の
変
化
に
応
じ
て
（in

respon
se

to

relative
ch

an
ges

in
price

or
oth

er
com

petitive
variables

）」
需
要
の
変
化
を
観
察
す
る
と
規
定
し
て
い（
５２
）

る
。

第
二
に
、
市
場
集
中
度
及
び
市
場
シ
ェ
ア
を
検
討
す
る
際
に
も
、
現
在
の
市
場
シ
ェ
ア
が
将
来
の
競
争
的
地
位
を
適
切
に
示
さ
な
い

場
合
に
は
、
水
平
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
「
市
場
環
境
の
現
在
又
は
将
来
の
変
化
に
つ
い
て
合
理
的
に
予
見
可
能
な
効
果

（reason
ably

predictable
effects

of
recen

t
or

on
goin

g
ch

an
ges

in
m

arket
con

dition
s

）」
を
検
討
す
る
と
規
定
し
て
い

（
５３
）

る
。第

三
に
、
市
場
参
入
の
蓋
然
性
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
二
年
間
と
い
う
「
時
宜
に
適
っ
た
（tim

ely

）」
新
規
参
入
が
現
実
に
な
さ

れ
な
い
と
し
て
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
参
入
が
予
期
さ
れ
る
こ
と
で
潜
在
競
争
圧
力
が
生
じ
、
企
業
結
合
後
二
年
間
の
間
に
競

争
制
限
効
果
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
新
規
参
入
の
蓋
然
性
を
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
可
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能
で
あ（
５４
）

る
。

そ
し
て
第
四
に
、
競
争
制
限
効
果
に
つ
い
て
も
、
水
平
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
価
格
競
争
の
み
な
ら
ず
「
品
質
、
サ
ー
ビ
ス
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
等
の
非
価
格
競
争
の
減
殺
に
も
留
意
す
る
こ
と
を
明
示
す（
５５
）

る
。
以
上
の
司
法
省
ス
タ
ッ
フ
の
発
言
と
同
様
に
、
Ｆ

Ｔ
Ｃ
の
ミ
ュ
ー
リ
ス
（T

.J.M
u

ris

）
委
員
長
も
、
既
存
の
水
平
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
企
業
結
合
分
析
に
適

用
す
る
こ
と
が
可
能
と
す（
５６
）

る
。

も
っ
と
も
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
ス
タ
ッ
フ
の
主
張
は
、
水
平
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
特
殊
性
や
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
問
題
を
処
理
し
得
る
柔
軟
性
を
有
す
る
と
述
べ
る
に
過
ぎ
な
い
。
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
市
場
分
析
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

方
法
論
を
提
示
す
る
も
の
で
は
な
い
。
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
ス
タ
ッ
フ
の
中
に
も
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
企
業
結
合
分
析
に
つ
い
て
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
方
法
論
の
限
界
を
指
摘
す
る
者
も
存
在
す
る
の
で
あ（
５７
）

る
。

二

第
一
原
理
主
義
（F

irst
P
rincip

les
A
p
p
ro
ach

）

（
ア
）
以
上
検
討
し
た
よ
う
に
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
企
業
結
合
規
制
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
や
Ｈ
Ｈ
Ｉ
テ
ス
ト

と
い
っ
た
、
同
質
財
の
価
格
競
争
を
念
頭
に
お
い
た
市
場
分
析
道
具
に
、
限
界
が
存
在
す
る
。
特
に
「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
フ
ェ
ー

ズ
に
お
い
て
は
、
と
り
わ
け
そ
の
合
理
性
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
企
業
結
合
規
制

に
つ
い
て
反
ト
ラ
ス
ト
法
原
理
を
提
供
す
る
も
の
と
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
サ
ロ
ッ
プ
（S

.C
.S

alop

）
の
「
第
一
原
理
主
義

（first
prin

ciples
approach

）」
で
あ（
５８
）

る
。
サ
ロ
ッ
プ
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
目
的
は
市
場
支
配
力
の
抑
制
に
あ
り
、
伝
統
的
な
市

場
画
定
及
び
市
場
集
中
度
の
検
討
は
そ
れ
自
体
に
価
値
は
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
目
的
に
忠
実
で
あ
る
に
は
、
問
題

と
な
っ
て
い
る
「
市
場
行
動
」
の
反
競
争
的
効
果
に
直
接
注
目
し
た
市
場
分
析
を
行
う
べ
き
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
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は
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
市
場
集
中
度
等
に
基
づ
く
「
閾
値
分
析
・
セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
主
義
（a

th
resh

old
an

alysi （
５９
）

s

）」
と
対
比
で
き
る

と
す（
６０
）

る
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
は
、
�
「
市
場
の
中
の
競
争
」
に
つ
い
て
、
差
別
化
製
品
市
場
の
企
業
結
合
に
よ
る

ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
、
及
び
�
「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
に
つ
い
て
、
競
争
者
排
除
が
問
題
と
な
る
。
共
に
伝
統
的
な
市
場
分
析
に
限

界
が
露
見
す
る
場
面
で
あ（
６１
）

り
、
サ
ロ
ッ
プ
の
第
一
原
理
主
義
が
よ
く
当
て
は
ま
る
場
面
で
あ
る
。
�
は
、
市
場
画
定
や
市
場
シ
ェ
ア
算

定
が
不
要
な
場
合
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い（
６２
）

る
。
�
は
、
上
で
述
べ
た
よ
う
に
市
場
シ
ェ
ア
の
高
さ
の
み
か
ら
違
法
性
判
断
を
行
う

こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
急
速
な
市
場
変
化
の
中
で
、
現
在
の
市
場
シ
ェ
ア
が
将
来
の
市
場
状
況
を
正
確
に
叙
述
で
き
る
の
か
明
ら
か
で

は
な
い
。
と
り
わ
け
「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
は
、
新
た
な
規
制
基
準
及
び
市
場
分
析
道
具
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
り
、
第
一
原
理
主

義
の
警
笛
が
大
き
な
重
み
を
持
つ
。

（
イ
）
な
お
、
サ
ロ
ッ
プ
は
、
企
業
結
合
規
制
に
お
い
て
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
や
Ｈ
Ｈ
Ｉ
テ
ス
ト
等
の
有
用
性
を
完
全
に
否
定
す
る

訳
で
は
な
い
。
第
一
に
、
市
場
集
中
度
に
基
づ
く
違
法
推
定
原
則
は
可
能
と
す（
６３
）

る
。
伝
統
的
な
市
場
支
配
力
の
発
生
形
態
を
検
討
す
る

際
に
は
、
市
場
集
中
度
や
市
場
シ
ェ
ア
は
重
要
な
考
慮
要
因
の
一
つ
と
す（
６４
）

る
。
た
だ
し
サ
ロ
ッ
プ
は
、
た
と
え
協
調
行
為
を
問
題
に
す

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
市
場
集
中
度
は
重
要
な
考
慮
要
因
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
他
の
考
慮
要
因
と
共
に
総
合
的
に
企
業
結
合

の
競
争
制
限
効
果
を
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
と
す
る
。
そ
の
際
、
企
業
結
合
が
生
み
出
す
効
率
性
へ
の
十
分
な
考
慮
も
必
要
で
あ（
６５
）

る
。

第
二
に
、
逆
に
、
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け
る
Ｈ
Ｈ
Ｉ
に
基
づ
く
セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
も
支
持
で
き
る
と
す（
６６
）

る
。
Ｈ
Ｈ
Ｉ
が
十
分

に
低
い
場
合
に
は
市
場
支
配
力
の
発
生
可
能
性
が
十
分
に
小
さ
く
、
そ
れ
以
上
の
情
報
収
集
は
費
用
の
観
点
か
ら
合
理
的
で
な
い
と
す

る
。サ

ロ
ッ
プ
は
、
規
制
当
局
や
裁
判
所
の
判
断
（
意
思
決
定
）
に
つ
い
て
、
全
て
情
報
収
集
の
利
益
（
市
場
分
析
の
確
度
向
上
に
よ
る
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利
益
）
と
費
用
と
を
比
較
衡
量
し
て
、
考
慮
要
因
の
選
定
（
利
用
す
る
情
報
の
選
定
）
及
び
考
慮
順
序
の
合
理
性
（
逐
次
的
決
定
の
過

程
）
を
検
討
す
べ
き
と
す（
６７
）

る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
一
定
の
企
業
結
合
に
つ
い
て
セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
（
当
然
合
法
）
を
支
持
し
、

ハ
ー
ド
コ
ア
カ
ル
テ
ル
に
つ
い
て
当
然
違
法
原
則
を
支
持
す（
６８
）

る
。
そ
し
て
産
出
量
削
減
型
の
市
場
支
配
力
認
定
に
お
い
て
は
、
違
法
推

定
原
則
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
反
ト
ラ
ス
ト
法
学
に
お
け
る
経
験
知
な
い
し
暗
黙
知
の
一
つ
の
説
明
方
法
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
市
場
分
析
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
や
Ｈ
Ｈ
Ｉ
テ
ス
ト
は
、
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
を
初
め
と
す

る
競
争
制
限
効
果
に
つ
き
、
必
ず
し
も
市
場
分
析
の
確
度
を
向
上
さ
せ
る
訳
で
は
な（
６９
）

い
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
機
械
的
に
当
て
は
め
る
こ

と
は
様
々
な
誤
謬
を
生
み
か
ね
な（
７０
）

い
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
を
墨
守
す
る
こ
と
に
合
理
性
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

三

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
の
問
題

１

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
理
論
と
潜
在
競
争
理
論

ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
は
、
競
争
者
を
排
除
す
る
力
の
形
成
が
大
き
な
課
題
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
こ
で
特
に
問
題
と
な
る

の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
（in

n
ovation

m
arket

）」
の
問
題
で
あ（
７１
）

る
。
企
業
結
合
に
よ
り
競
争
者
を
排
除
し
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
経
路
が
減
少
す
る
こ
と
を
も
っ
て
競
争
制
限
効
果
を
問
い
う
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
は
、
一

九
九
五
年
公
表
の
知
的
財
産
ラ
イ
セ
ン
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
初
め
て
反
ト
ラ
ス
ト
当
局
の
政
策
方
針
と
な
っ（
７２
）

た
。
そ
し
て
司

法
省
の
ギ
ル
バ
ー
ト
�
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
（R

.J.G
ilbert

&
S

.C
.S

u
n

sh
in

e

）
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
か
ら
離
れ
、
企
業
結
合

規
制
へ
の
応
用
が
示
さ
れ
た
の
で
あ（
７３
）

る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
を
明
確
に
支
持
し
た
判
例
は
、
今
な
お
存
在
し
な
い
。
ま
た
学
説
に
も
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
市
場
を
批
判
す
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
法
文
上
の
問
題
と
し
て
、
有
形
又
は
無
形
資
産
の
取
引
行
為
を
伴
わ
な
い
以
上
、
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「
市
場
」
を
画
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
が
あ（
７４
）

る
。

ま
た
、
規
制
の
失
敗
を
危
惧
す
る
批
判
は
根
強
い
。
確
か
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
研
究
開
発
活
動
は
一
般
に
参
入
障
壁

が
低
く
、
研
究
開
発
活
動
の
減
少
を
も
っ
て
企
業
結
合
規
制
を
行
う
こ
と
は
過
剰
規
制
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
特
許
レ
ー
ス
モ
デ
ル

に
お
け
るcom

m
on

pool

問
題
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
重
複
し
た
研
究
開
発
は
社
会
的
無
駄
に
な
り
か
ね
ず
、
企
業
結
合

に
よ
り
重
複
投
資
を
避
け
る
こ
と
は
社
会
厚
生
を
高
め
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
に
批
判
的
な
立
場
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
に
お
け
る
問
題
は
潜
在
競
争
理
論
に
よ
り
扱
う
べ
き

で
あ
る
と
主
張
す（
７５
）

る
。
潜
在
競
争
理
論
の
う
ち
い
わ
ゆ
る
将
来
競
争
理
論
に
依
拠
し
て
、
将
来
製
品
の
価
格
競
争
減
殺
に
注
目
し
て
分

析
を
行
う
べ
き
と
い
う
の
で
あ
る
。
潜
在
競
争
理
論
は
一
九
八
四
年
の
Ｂ
Ａ
Ｔ
事（
７６
）

件
を
境
に
衰
退
傾
向
に
あ
っ（
７７
）

た
。
し
か
し
そ
の
後
、

一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
、
�
立
証
要
件
と
し
て
Ｂ
Ａ
Ｔ
事
件
に
お
け
る
「
明
白
な
証
明
」
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
ま
た
�
実
体
要
件
と

し
て
、
結
合
企
業
が
共
に
市
場
に
参
入
し
て
い
な
い
状
況
で
潜
在
競
争
理
論
を
認
め
る
「
二
重
の
潜
在
競
争
理
論
（dou

ble

potential
com

petition
theory

）」
が
採
用
さ
れ
る
な（
７８
）

ど
、
潜
在
競
争
理
論
は
復
活
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い（
７９
）

る
。
そ
う
す
る
と
、
確

か
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
概
念
が
果
た
す
役
割
は
小
さ
く
な
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
理
論
が
問
題
と
す
る
の
は
、
潜
在
的
な
価
格
競
争
減
殺
で
は
な（
８０
）

い
。
ま
た
、
将
来
に
期
待

さ
れ
る
研
究
開
発
成
果
の
減
少
で
も
な
い
。
現
在
の
研
究
開
発
競
争
の
減
殺
を
問
題
に
す
る
の
で
あ（
８１
）

る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
を
支

持
す
る
議
論
は
、
研
究
開
発
「
活
動
（
努
力
）」
の
減
少
を
直
接
に
問
題
視
す
る
の
で
あ（
８２
）

る
。
一
九
九
六
年
の
Ｆ
Ｔ
Ｃ
ス
タ
ッ
フ
レ
ポ

ー
ト
は
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
競
争
の
減
殺
に
よ
り
消
費
者
が
被
る
不
利
益
を
検
討
す
る
際
に
は
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
は
反
競
争
的
効
果

（effects

）
の
可
能
性
に
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
反
競
争
的
行
為
（con

du
ct

）
の
可
能
性
に
注
目
す
べ（
８３
）

き
」
と
す
る
。
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
市
場
理
論
を
批
判
す
る
際
に
し
ば
し
ば
持
ち
出
さ
れ
る
、
研
究
開
発
支
出
（
イ
ン
プ
ッ
ト
）
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
水
準
（
ア
ウ

論 説
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ト
プ
ッ
ト
）
と
の
間
に
合
理
的
連
関
は
存
在
し
な
い
と
の
批
判（
８４
）

は
、
必
ず
し
も
当
を
得
た
も
の
で
は
な
い
。

２

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
に
お
け
る
市
場
分
析

以
上
の
よ
う
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
理
論
に
お
い
て
は
、
直
接
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
減
少
が
問
題
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で

は
、
研
究
開
発
努
力
の
低
下
、
特
に
企
業
結
合
に
よ
る
「
研
究
開
発
経
路
」
の
減
少
が
問
題
と
な（
８５
）

る
。
そ
れ
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

市
場
に
お
け
る
市
場
分
析
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
知
的
財
産
ラ
イ
セ
ン
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
市
場
に
お
け
る
市
場
シ
ェ
ア
の
算
定
及
び
検
討
を
示
唆
す
る
箇
所
が
あ（
８６
）

る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
市
場
シ
ェ
ア
算
定
の
基
準
と
し
て
、

�
保
有
す
る
特
殊
資
産
、
�
研
究
開
発
費
用
、
�
関
連
製
品
の
シ
ェ
ア
を
例
示
す
る
。
ま
た
学
説
に
は
、
�
保
有
特
許
数
を
基
礎
と
し

た
市
場
シ
ェ
ア
割
当
て
を
主
張
す
る
者
も
あ（
８７
）

る
。

い
ず
れ
の
市
場
シ
ェ
ア
算
定
手
法
も
、
現
実
性
や
客
観
性
に
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い（
８８
）

る
。
し
か
し
よ
り
根
本
的
な
問
題
は
、
そ
も
そ

も
シ
ェ
ア
を
配
分
す
る
こ
と
の
必
要
性
及
び
合
理
性
に
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
減
殺
に
つ
い
て
、
市
場
シ
ェ

ア
を
算
定
す
る
意
味
は
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
に
お
け
る
競
争
参
加
者
は
、
既
に
次
の
二
つ
の
要
件
に
て
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
第
一
に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
特
定
の
新
た
な
又
は
改
良
さ
れ
た
製
品
又
は
製
法
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
第
二

に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
特
定
資
産
又
は
特
質
に
特
徴
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
要
件
は
、
研
究
開
発
活
動
に
つ

い
て
は
一
般
に
参
入
障
壁
が
低
い
こ
と
か
ら
、
過
剰
規
制
に
な
ら
ぬ
よ
う
規
定
さ
れ
た
要
件
で
あ
る
。
そ
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
競
争

は
、
こ
の
よ
う
に
競
争
能
力
を
認
め
ら
れ
た
者
に
よ
る
「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

状
況
と
近
似
す
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
参
加
者
に
不
均
等
に
シ
ェ
ア
配
分
す
る
こ
と
に
意
味
は
な
く
、
各
競
争
単
位
に
均
等
に
シ
ェ
ア
を
配
分
す
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る
（
シ
ェ
ア
等
を
配
分
す
る
こ
と
な
く
競
争
単
位
の
減
少
を
問
題
と
す
る
）
他
は
な
い
と
思
わ
れ（
８９
）

る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
競
争
の
減
殺

を
問
題
に
し
た
実
際
の
事
例
を
見
て
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
市
場
シ
ェ
ア
の
算
定
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
知
的
財
産
ラ

イ
セ
ン
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
「
単
位
」
に
基
づ
く
セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
を
提
示
す（
９０
）

る
。
そ
し
て
、
こ
の

よ
う
に
市
場
シ
ェ
ア
及
び
市
場
集
中
度
算
定
が
意
味
を
有
さ
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
理
論
は
、
サ
ロ
ッ
プ

の
第
一
原
理
主
義
が
よ
く
当
て
は
ま
る
場
面
と
言
え
よ（
９１
）

う
。

（
３５
）

村
上
政
博
『
ア
メ
リ
カ
独
占
禁
止
法
』
一
八
八
―
一
九
九
頁
（
弘
文
堂
・
一
九
九
九
年
）、
拙
著
『
合
併
規
制
と
効
率
性
の
抗
弁
』
一
八

一
―
一
八
三
頁
（
多
賀
出
版
・
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。

（
３６
）

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
に
つ
い
て
、
長
岡
貞
男
「
情
報
産
業
に
お
け
る
反
独
占
政
策
」（
後
藤
晃
・
山
田
昭
雄
編
『
Ｉ
Ｔ
革
命
と
競
争
政

策
』（
東
洋
経
済
新
報
社
・
二
〇
〇
一
年
）
所
収
）
七
〇
頁
参
照
。

（
３７
）

こ
の
よ
う
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
に
お
け
る
市
場
画
定
の
問
題
点
に
つ
い
て
、M

.
L

.
K

atz
&

C
.

S
h

apiro,
A

n
titru

st
in

S
oft-

w
are

M
arkets

10

―13
(1998)

参
照
。

（
３８
）

T
eece

&
C

olem
an

,
su

pra
n

ote
26,

at
853

―857.
S

ee
also

A
.

C
.

H
ru

ska,
A

B
road

M
arket

A
pproach

to
A

n
titru

st

P
rodu

ct
M

arket
D

efin
ition

in
In

n
ovative

In
du

stries,
102

Y
A

L
E

L
.

J.
305,

327
(1992);

M
.

L
.

A
zcu

en
aga,

M
erger

L
aw

E
n

forcem
en

t
in

th
e

E
volvin

g
A

n
titru

st
E

n
viron

m
en

t
8

(1995).

（
３９
）

A
R

E
P

O
R

T
B

Y
T

H
E

F
T

C
S

T
A

F
F

,
A

N
T

IC
IP

A
T

IN
G

T
H

E
21

S
T

C
E

N
T

U
R

Y
:

C
O

M
P

E
T

IT
IO

N
P

O
L

IC
Y

IN

T
H

E
N

E
W

H
IG

H
-T

E
C

H
,

G
L

O
B

A
L

M
A

R
K

E
T

P
L

A
C

E
,

C
h

ap.7,
at

43
(1996)

[h
erein

after
cited

as
F

T
C

S
T

A
F

F

R
E

P
O

R
T

].

（
４０
）

テ
ィ
ー
ス
は
、
さ
ら
に
別
稿
に
お
い
て
、
�
市
場
に
お
い
て
活
発
な
技
術
競
争
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
、
又
は
�
四
な
い
し
五
年
の
タ

イ
ム
ス
パ
ン
に
お
い
て
市
場
参
加
企
業
の
シ
ェ
ア
変
動
が
大
き
い
場
合
は
、
競
争
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
証
拠
で
あ
り
、
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
テ

ス
ト
に
お
け
る
よ
り
も
広
い
市
場
を
画
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
（C

.
P

leatsikas
&

D
.

T
eece,

N
ew

In
dicia

for

A
n

titru
st

A
n

alysis
in

M
arkets

E
xperien

cin
g

R
apid

In
n

ovation
,

in
J.

E
L

L
IG

E
D

.,
D

Y
N

A
M

IC
C

O
M

P
E

T
IT

IO
N
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A
N

D
P

U
B

L
IC

P
O

L
IC

Y
95,

132

―134
(2001)

）。
結
局
の
と
こ
ろ
テ
ィ
ー
ス
は
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
適
用

に
対
し
て
、
懐
疑
的
な
の
で
あ
る
。
広
い
市
場
画
定
手
法
を
主
張
し
た
上
で
、「
勿
論
、
い
っ
た
ん
市
場
が
適
切
に
画
定
さ
れ
れ
ば
、
市
場

支
配
力
を
評
価
す
る
手
順
に
さ
ら
に
進
む
必
要
は
な
か
ろ
う
。
市
場
が
広
け
れ
ば
、
シ
ェ
ア
は
大
変
小
さ
く
認
定
さ
れ
、
競
争
制
限
的
行
為

は
全
く
不
可
能
か
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
」
と
す
る
（id.at

134

）。

（
４１
）

S
ee

K
atz

&
S

h
apiro,su

pra
n

ote
37,at

10

―13.

（
４２
）

コ
ー
ス
の
推
測
問
題
を
緩
和
す
る
た
め
の
様
々
な
企
業
活
動
、
及
び
そ
れ
ら
の
競
争
政
策
上
の
含
意
に
つ
い
て
、B

.
Y

.
O

rbach
,

T
h

e

D
u

rapolist
P

u
zzle

:
M

on
opoly

P
ow

er
in

D
u

rables-G
oods

M
arkets,21

Y
A

L
E

J.R
E

G
.67,84

―112
(2004)

参
照
。

（
４３
）

こ
れ
に
対
し
て
、
計
画
的
陳
腐
化
等
、
社
会
厚
生
上
の
損
失
が
大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
規
制
が
困
難
な
企
業
活

動
が
存
在
す
る
こ
と
を
理
由
に
、
寡
占
的
な
耐
久
財
市
場
に
お
い
て
積
極
的
な
企
業
結
合
規
制
の
重
要
性
を
説
く
、id.

at
112

―113

参
照
。

（
４４
）

勿
論
、
市
場
シ
ェ
ア
の
大
き
さ
は
、
製
品
間
の
代
替
率
の
低
さ
を
間
接
的
に
推
認
さ
せ
る
。

（
４５
）

如
何
な
る
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
、
市
場
シ
ェ
ア
を
算
定
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
に
お
い
て
は
、
価
額
に

基
づ
く
よ
り
も
、
量
に
基
づ
く
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
量
で
算
定
す
べ
き
と
し
て
、
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
者
（
例
え
ば
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
ベ
ー
ス
）
を
重
視
す
る
か
、
新
規
参
加
者
（
例
え
ば
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
現
在
出
荷
額
）
を
重
視
す
る
か
と
い
う

問
題
も
あ
る
。
両
者
に
相
違
が
あ
る
場
合
は
市
場
が
流
動
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
）、
将
来
の
市
場
構
造

を
検
討
す
る
企
業
結
合
規
制
に
お
い
て
は
後
者
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。S

ee
K

atz
&

S
h

apiro,su
pra

n
ote

37,at
14

―15.

（
４６
）

S
ee

e.g.,H
.H

O
V

E
N

K
A

M
P

,F
E

D
E

R
A

L
A

N
T

IT
R

U
S

T
P

O
L

IC
Y

80
(1994).

（
４７
）

E
van

s
&

S
ch

m
alen

see,
su

pra
n

ote
2,

at
16

―17
;

G
ilbert

&
T

om
,

su
pra

n
ote

29,
at

46
;

P
leatsikas

&
T

eece,

su
pra

n
ote

40,
at

134

―135
;

J.
G

u
al,

M
arket

D
efin

ition
in

th
e

T
elecom

In
du

stry
12

(2002);
M

.
A

.
C

arrier,

R
esolvin

g
th

e
P

aten
t-A

n
titru

st
P

aradox
T

h
rou

gh
T

ripartite
In

n
ovation

,
56

V
A

N
D

.L
.R

E
V

.
1047,

1061

―1062
(2003).

（
４８
）

S
ee

B
au

m
ol

&
S

w
an

son
,su

pra
n

ote
4,at

681

―684.

（
４９
）

Id.at
683

;
P

leatsikas
&

T
eece,

su
pra

n
ote

40,
at

134

―135
（
ま
た
、
利
潤
率
の
検
討
に
つ
い
て
、
単
一
の
製
品
に
つ
い
て

な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
企
業
の
研
究
開
発
全
体
（a

firm
’s

R
&

D
portfolio

）
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
）.

な
お
、
レ
ン
ト
に
つ

い
て
、M

.
S

an
derson

&
R

.
A

.
W

in
ter,

“P
rofits”

V
ersu

s
“R

en
ts”

in
A

n
titru

st
A

n
alysis

:
A

n
A

pplication
to

th
e
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C
an

adian
W

aste
S

ervices
M

erger,70
A

N
T

IT
R

U
S

T
L

.J.485,494

―502
(2002)

参
照
。

（
５０
）

S
ee

e.g.,
id.

at
510

―511
;

G
.J.H

u
rdle

&
H

.B
.M

cF
arlan

d,
C

riteria
for

Iden
tifyin

g
M

arket
P

ow
er

:
A

C
om

m
en

t

on
B

au
m

ol
an

d
S

w
an

son
,70

A
N

T
IT

R
U

S
T

L
.J.687,695

(2003).
（
５１
）

D
.

L
.

R
u

bin
feld

&
J.

H
oven

,
In

n
ovation

an
d

A
n

titru
st

E
n

forcem
en

t,
in

J.E
L

L
IG

E
D

.,
D

Y
N

A
M

IC
C

O
M

P
E

T
I-

T
IO

N
A

N
D

P
U

B
L

IC
P

O
L

IC
Y

65,69

―73
(2001).

（
５２
）

D
O

J
&

F
T

C
,

1992
H

orizon
tal

M
erger

G
u

idelin
es,

para.
1.11

[h
erein

after
cited

as
H

orizon
tal

M
erger

G
u

ide-

lin
es].

（
５３
）

H
orizon

tal
M

erger
G

u
idelin

es,para.1.521.

（
５４
）

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
耐
久
財
に
つ
い
て
、
実
際
に
新
規
参
入
が
行
わ
れ
な
く
と
も
新
規
参
入
の
明
確
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
れ

ば
、
消
費
者
は
、
実
際
に
新
規
参
入
が
起
こ
る
ま
で
、
新
品
を
購
入
す
る
こ
と
な
く
現
在
保
有
す
る
財
を
使
い
続
け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
二
年
間
の
間
に
実
際
に
新
規
参
入
が
行
わ
れ
な
く
と
も
、
二
年
間
の
間
に
競
争
制
限
効
果
を
緩
和
で
き
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
参
入
は
「
時
宜
に
適
っ
た
」
も
の
と
す
る
（H

orizon
tal

M
erger

G
u

idelin
es,para.3.2

）。

（
５５
）

H
orizon

tal
M

erger
G

u
idelin

es,para.0.1
n

.6.

（
５６
）

T
.J,M

u
ris,A

n
titru

st
E

n
forcem

en
t

at
th

e
F

ederal
T

rade
C

om
m

ission
:

In
a

W
ord-C

on
tin

u
ity

(2001).

（
５７
）

D
.

A
.

Y
ao

&
S

.
S

.
D

eS
an

ti,
In

n
ovation

Issu
es

u
n

der
th

e
1992

M
erger

G
u

idelin
es,

61
A

N
T

IT
R

U
S

T
L

.
J.

505,

521
(1993).

例
え
ば
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
競
争
に
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
市
場
参
加
者
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ

ン
ス
（core

com
peten

cies

）
に
注
目
し
て
市
場
画
定
す
る
他
は
な
い
と
す
る
（id.at

510

）。

（
５８
）

S
ee

e.g.,
O

E
C

D
,

R
ou

n
dtable

on
M

erger
A

ssessm
en

t
in

H
igh

In
n

ovation
M

arkets
:

Issu
es

P
aper

by
th

e

S
ecretariat,

D
A

F
F

E
/

C
O

M
P

(2002)
8,

at
8

―9
(2002);

P
.

F
reem

an
,

T
alk

by
P

eter
F

reem
an

to
C

B
I

C
om

petition

C
on

feren
ce,F

riday
5

M
arch

2004
:

T
h

e
E

n
terprise

A
ct

an
d

In
n

ovation
10

(2004).

（
５９
）

例
え
ば
、
既
に
古
典
で
あ
る
が
、T

.
Jorde

&
D

.
T

eece,
In

n
ovation

,
C

ooperation
,

an
d

A
n

titru
st

:
S

trikin
g

th
e

R
igh

t

B
alan

ce,4
H

IG
H

T
E

C
H

.L
.J.1

(1989)

参
照
。

（
６０
）

S
.

C
.

S
alop,

T
h

e
F

irst
P

rin
ciples

A
pproach

to
A

n
titru

st,
K

odak,
an

d
A

n
titru

st
at

th
e

M
illen

n
iu

m
,

68
A

N
T

I-
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T
R

U
S

T
L

.J.187,188

―189
(2000)

[h
erein

after
cited

as
F

irst
P

rin
ciples

A
pproach

].

（
６１
）

ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
を
、
伝
統
的
な
新
古
典
派
市
場
分
析
に
お
け
る
重
要
な
限
界
問
題
と
す
る
、R

.J.R
.

P
eritz,

S
om

e
R

ealism
abou

t
E

con
om

ic
P

ow
er

in
a

T
im

e
of

S
ectorial

C
h

an
ge,

66
A

N
T

IT
R

U
S

T
L

.
J.

247,
256

―261

(1997)

参
照
。

（
６２
）

J.B
.B

aker
&

S
.C

.S
alop,S

h
ou

ld
C

on
cen

tration
be

D
ropped

from
th

e
M

erger
G

u
idelin

es?,33
U

.W
E

S
T

.L
O

S
-

A
N

G
E

L
E

S
L

.
R

E
V

.
3,

11

―12
(2001).

S
ee

gen
erally

G
.

J.
W

erden
&

L
.

M
.

F
roeb,

S
im

u
lation

as
an

A
ltern

ative
to

S
tru

ctu
al

M
erger

P
olicy

in
D

ifferen
tiated

P
rodu

cts
In

du
stries,

in
M

.
B

.
C

O
A

T
E

&
A

.
N

.
K

L
E

IT
E

D
.,

T
H

E

E
C

O
N

O
M

IC
S

O
F

T
H

E
A

N
T

IT
R

U
S

T
P

R
O

C
E

S
S

65,66

―70
(1996).

（
６３
）

S
ee

B
aker

&
S

alop,su
pra

n
ote

62,at
7

―11.

（
６４
）

S
ee

id.at
8.

理
論
的
及
び
実
証
的
に
、
そ
れ
ら
考
慮
要
因
と
市
場
支
配
力
発
生
と
の
相
関
関
係
は
否
定
さ
れ
な
い
と
す
る
。

（
６５
）

S
ee

id.at
13

―14.

（
６６
）

S
ee

C
.

F
.

B
ecker

III
&

S
.

C
.

S
alop,

D
ecision

T
h

eory
an

d
A

n
titru

st
R

u
les,

67
A

N
T

IT
R

U
S

T
L

.
J.

41,
66

―67

(1999).

（
６７
）

S
ee

id.
at

61

―75.

な
お
意
思
決
定
理
論
に
関
す
る
概
説
書
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
松
原
望
『
意
思
決
定
の
基
礎
』（
朝
倉
書
店
・
二

○
○
一
年
）
参
照
。

（
６８
）

市
場
に
お
い
て
カ
ル
テ
ル
が
実
効
性
を
持
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
以
上
、
市
場
画
定
及
び
市
場
シ
ェ
ア
算
定
等
の
市
場
分
析
は
全
く
無
意

味
で
あ
る
（S
alop,F

irst
P

rin
ciples

A
pproach

,
su

pra
n

ote
60,

at
200

―201

）。S
ee

also,
B

ecker
III

&
S

alop,
su

pra
n

ote

66,at
63

―65.

（
６９
）

S
ee

B
aker

&
S

alop,su
pra

n
ote

62,at
10

―14.

（
７０
）

S
ee

S
alop,F

irst
P

rin
ciples

A
pproach

,su
pra

n
ote

60,at
194

―195.

（
７１
）

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
岡
田
羊
祐
「
技
術
革
新
市
場
と
競
争
政
策
」（
後
藤
晃
・
山
田
昭
雄
編
『
Ｉ
Ｔ
革
命
と
競

争
政
策
』（
東
洋
経
済
新
報
社
・
二
〇
〇
一
年
）
所
収
）
八
五
頁
、
佐
藤
潤
「
技
術
開
発
を
巡
る
企
業
結
合
規
制
」
法
学
政
治
学
論
究
三
二

号
四
○
三
頁
（
一
九
九
七
年
）、
宮
井
雅
明
「
反
ト
ラ
ス
ト
法
と
技
術
革
新
」
立
命
館
法
学
二
五
〇
号
一
四
五
二
頁
（
一
九
九
六
年
）
参
照
。
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（
７２
）

D
O

J
&

F
T

C
,

A
n

titru
st

G
u

idelin
es

for
th

e
L

icen
sin

g
of

In
tellectu

al
P

roperty,
para.

3.
2.

3
(1995)

[h
erein

after

cited
as

L
icen

sin
g

G
u

idelin
es].

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
邦
訳
と
し
て
、
金
子
晃
・
佐
藤
潤
訳
「
知
的
財
産
権
の
ラ
イ
セ
ン
シ
ン
グ
に
関
す

る
反
ト
ラ
ス
ト
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
法
学
研
究
七
五
巻
五
号
六
三
頁
（
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
７３
）

G
ilbert

&
S

u
n

sh
in

e,su
pra

n
ote

14,
at

569

―570.S
ee

O
E

C
D

,H
igh

T
ech

M
arkets,su

pra
n

ote
7,at

12.

（
７４
）

R
.

J.
H

oern
er,

In
n

ovation
M

arkets
:

N
ew

W
in

e
in

O
ld

B
ottles,

64
A

N
T

IT
R

U
S

T
L

.
J.

49,
56

―57
(1995).

S
ee

also
R

.W
.D

avis,
In

n
ovation

M
arkets

an
d

M
erger

E
n

forcem
en

t
:

C
u

rren
t

P
ractice

in
P

erspective,
71

A
N

T
IT

R
U

S
T

L
.J.677,679

(2003).

（
７５
）

H
oern

er,
su

pra
n

ote
74,

at
55

―58
;

R
.T

.R
app,

T
h

e
M

isapplication
of

th
e

In
n

ovation
M

arket
A

pproach
to

M
erger

A
n

alysis,
64

A
N

T
IT

R
U

S
T

L
.

J.
19,

39
(1995).

潜
在
競
争
理
論
に
つ
い
て
、
泉
水
文
雄
「
企
業
結
合
規
制
に
お
け
る
潜
在

競
争
（
一
）
・
（
二
）」
法
学
論
叢
一
一
七
巻
一
号
二
〇
頁
・
三
号
五
二
頁
（
一
九
八
五
年
）
参
照
。

（
７６
）

B
.A

.T
.In

du
stries,L

td.,104
F

.T
.C

.852
(1984).

（
７７
）

J.
E

.
K

w
oka,

N
on

-In
cu

m
ben

t
C

om
petition

:
M

ergers
In

volvin
g

C
on

strain
in

g
an

d
P

rospective
C

om
petitors,

52

C
A

S
E

W
.R

E
S

.173,178

―179
(2001).

（
７８
）

M
.D

.W
h

iten
er,

P
oten

tial
C

om
petition

T
h

eory
:

F
orgotten

B
u

t
N

ot
G

on
e,

5
A

N
T

IT
R

U
S

T
17,

19
(su

m
m

er

1991).

（
７９
）

S
ee

gen
erally,K

w
oka,su

pra
n

ote
77,at

182

―186.

も
っ
と
も
将
来
競
争
理
論
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
は
否
定
し
た
ま
ま
で
あ

る
。

（
８０
）

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
理
論
は
、
価
格
支
配
力
と
し
て
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
パ
ワ
ー
概
念
か
ら
の
乖
離
で
あ
る
と
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、

N
.A

.W
idn

ell,
T

h
e

C
rystal

B
all

of
In

n
ovation

M
arket

A
n

alysis
in

M
erger

R
eview

:
A

n
A

ppropriate
M

ean
s

of

P
redictin

g
th

e
F

u
tu

re?,4
G

E
O

.M
A

S
O

N
.L

.R
E

V
.369,396

―402
(1996)

参
照
。

（
８１
）

F
T

C
S

T
A

F
F

R
E

P
O

R
T

,su
pra

n
ote

39,C
h

ap.7,at
26

―30,32
―33.

（
８２
）

S
ee

e.g.,Y
ao

&
D

eS
an

ti,su
pra

n
ote

57,at
509

―510.

（
８３
）

F
T

C
S

T
A

F
F

R
E

P
O

R
T

,su
pra

n
ote

39,C
h

ap.7,at
15.
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第
四
章

ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
企
業
結
合
事
例

一

ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
の
事
例
（A

d
o
b
e
/
A
ld
us

事
件
）

（
ア
）
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
は
、「
市
場
の
中
の
競
争
」
フ
ェ
ー
ズ
で
は
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
が
、
そ
し
て
「
市
場
を
求
め
た

競
争
」
フ
ェ
ー
ズ
で
は
競
争
者
を
排
除
す
る
力
の
形
成
が
、
と
り
わ
け
重
要
な
問
題
と
な
る
こ
と
を
検
討
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
場

合
、
伝
統
的
な
企
業
結
合
分
析
手
法
が
合
理
性
を
有
さ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
検
討
し
た
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、
米
国
の
主
要
な

ハ
イ
テ
ク
企
業
結
合
事
件
を
検
討
す
る
。

（
８４
）

S
ee

e.g.,
R

app,
su

pra
n

ote
75,

at
33

;
C

.
H

am
ilton

,
A

dequ
acy

of
th

e
1995

A
n

titru
st

G
u

idelin
es

for
th

e

L
icen

cin
g

of
In

tellectu
al

P
roperty

in
C

om
plex

H
igh

-T
ech

M
arkets,7

C
O

M
P

.L
.R

E
V

.&
T

E
C

H
.J.23,26

(2002).
（
８５
）

S
ee

R
u

bin
feld

&
H

oven
,su

pra
n

ote
51,at

72
;

M
.H

.M
orse,T

h
e

L
im

its
of

In
n

ovation
M

arkets
7

(2001).
（
８６
）

L
icen

cin
g

G
u

idelien
s,para.3.2.3.

（
８７
）

S
ee

Y
ao

&
D

eS
an

ti,su
pra

n
ote

57,at
507.

（
８８
）

S
ee

W
idn

ell,su
pra

n
ote

80,at
392

―393.

（
８９
）

C
.V

arn
ey,

A
n

titru
st

an
d

th
e

D
rive

to
In

n
ovate

:
In

n
ovation

M
arkets

in
M

erger
R

eview
A

n
alysis,

9
A

N
T

I-

T
R

U
S

T
16

(S
u

m
m

er
1995);

G
.J.W

erden
,A

ssign
in

g
M

arket
S

h
ares,70

A
N

T
IT

R
U

S
T

L
.J.67,85

―86
(2002).

（
９０
）

L
icen

cin
g

G
u

idelin
es,para.4.3.

（
９１
）

ハ
イ
テ
ク
市
場
に
お
け
る
市
場
画
定
基
準
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ー
事
件
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
方
式
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
テ

ス
ト
よ
り
も
、
さ
ら
に
合
理
性
に
問
題
あ
り
と
の
意
見
が
あ
る
（P

leatsikas
&

T
eece,

su
pra

n
ote

40,
at

112

―117

）。
し
か
し
、
市

場
シ
ェ
ア
に
即
し
た
市
場
分
析
を
支
持
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
Ｓ
Ｓ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
テ
ス
ト
が
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
方
式
よ
り
も
常
に
道
具
と
し
て
優

れ
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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ま
ず
、
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
に
関
す
る
典
型
的
事
例
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
関
す
る
一
九
九
四
年
の

A
dobe

/
A

ldu
s

事
件
が
あ
る
。
同
事
件
で
は
、A

pple

社
マ
ッ
ク
Ｏ
Ｓ
用
の
プ
ロ
向
け
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

開
発
及
び
販
売
市
場
が
問
題
と
な
っ（
９２
）

た
。
同
市
場
に
は
、
買
収
企
業A
dobe

社
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（Illu

strator

）
と
被
買
収
企
業

A
ldu

s
社
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（F

reeH
an

d

）
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
。
米
国
に
お
い
てA

dobe

社
の
市
場
シ
ェ
ア
は
七
○
％
、

A
ldu

s

社
の
市
場
シ
ェ
ア
は
三
○
％
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
プ
ロ
向
け
に
限
定
せ
ず
、
さ
ら
に
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｏ
Ｓ
用
の
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
含
め
る
形
で
市
場
を
拡
大
す
れ
ば
結
合
企
業
は
三
五
％
強
の
市
場
シ
ェ
ア
で
あ
る
が
、Illu

strator

とF
reeH

an
d

は
密
接

な
代
替
関
係
に
あ
り
、
ま
た
結
合
前
は
両
社
間
に
お
い
て
激
し
い
競
争
が
行
わ
れ
て
き
た
。
な
お
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の
存
在
等
に

よ
り
、
競
争
制
限
効
果
を
抑
制
す
る
に
足
る
新
規
参
入
は
困
難
で
あ
っ
た
。

Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
競
争
制
限
効
果
と
し
て
、
企
業
結
合
に
よ
り
、
�
差
別
化
製
品
市
場
に
お
け
る
密
接
代
替
品
間
の
競
争
が
消
滅
し
、
単
独

の
価
格
引
き
上
げ
が
可
能
と
な
る
、
ま
た
�
市
場
に
お
け
る
協
調
行
為
の
蓋
然
性
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
と
し
た
。
そ
し
て
六
ヶ
月
以

内
にF

reeH
an

d

に
か
か
る
資
産
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
命
じ
る
同
意
審
決
を
下
し
た
。

�
は
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
「
市
場
の
中
の
競
争
」
フ
ェ
ー
ズ
に
お
け
る
反
競
争
的
効
果
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ユ
ニ

ラ
テ
ラ
ル
効
果
の
発
生
が
予
期
さ
れ
る
典
型
的
事
例
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
断
定
的
に
市
場
を
画
定
し
て
い
な
い
。
ユ
ニ

ラ
テ
ラ
ル
効
果
が
問
題
と
な
る
場
合
、
市
場
画
定
及
び
市
場
シ
ェ
ア
算
定
と
い
う
伝
統
的
な
市
場
分
析
は
有
効
と
は
言
え
な
い
。
本
件

に
お
け
る
よ
う
に
、
両
当
事
者
の
製
品
が
密
接
代
替
品
で
あ
る
こ
と
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。

（
イ
）
こ
れ
に
対
し
て
�
に
関
し
て
は
、
必
ず
し
も
そ
の
理
由
付
け
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
は
、
製
品
が
差
別

化
さ
れ
て
お
り
そ
も
そ
も
合
意
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
低
い
限
界
費
用
及
び
高
い
利
潤
率
は
協
調
行
為
か
ら
の
逸
脱
に
大
き
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
、
さ
ら
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の
存
在
か
ら
は
協
調
行
為
の
蓋
然
性
は
一
層
低
い
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
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本
件
に
お
け
る
協
調
行
為
へ
の
懸
念
に
つ
い
て
、
根
拠
が
十
分
で
は
な
い
と
の
批
判
も
あ（
９３
）

る
。

し
か
し
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
も
、
協
調
行
為
が
発
生
し
得
な
い
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
高

い
固
定
費
用
の
存
在
は
、
固
定
費
用
回
収
の
た
め
に
競
争
者
間
の
協
調
行
為
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
と
も
言
え
る
。
特
に
、

市
場
に
お
い
て
活
発
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
期
待
で
き
な
い
場
合
は
そ
う
で
あ
る
。

二

競
争
者
排
除
の
事
例

１

医
薬
品
産
業
に
お
け
る
事
例

次
に
「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
フ
ェ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
競
争
者
の
排
除
に
か
か
る
具
体
的
事
例
を
検
討
す
る
。
競
争
者
排
除
の
具
体

的
事
例
を
、
�
企
業
結
合
に
よ
る
競
争
者
排
除
（
競
争
単
位
の
減
少
）
の
場
合
、
及
び
�
企
業
結
合
に
よ
る
競
争
者
排
除
力
形
成
の
場

合
に
分
け
る
こ
と
を
試
み
る
。
特
に
�
に
つ
い
て
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
に
お
け
る
競
争
者
排
除
の
事
例
に
注
目
す
る
。
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
市
場
に
お
け
る
数
少
な
い
競
争
者
で
あ
る
当
事
者
が
企
業
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
研
究
開
発
経
路
が
減
少
す
る
こ
と
が
問

題
と
な
る
。

さ
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
に
お
け
る
競
争
単
位
の
減
少
が
問
題
と
さ
れ
る
事
例
は
、
医
薬
品
産
業
に
関
す
る
も
の
が
多（
９４
）

い
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
�
医
薬
品
の
発
売
に
は
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
認
可
手
続
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
潜
在
的
競
争
者
の
市
場
参
入
の
蓋
然
性

及
び
参
入
時
期
を
確
実
に
予
想
で
き
る
点
、
�
医
薬
品
産
業
の
産
業
特
性
と
し
て
特
許
権
と
最
終
製
品
と
の
対
応
度
が
高（
９５
）

く
、
参
入
障

壁
が
客
観
的
に
認
識
で
き
る
点
、
そ
し
て
�
審
査
に
お
い
て
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
協
力
か
ら
専
門
的
知
見
を
得
ら
れ
る
と
い
う（
９６
）

点
を
指
摘
で
き
よ

う
。
こ
れ
ら
の
特
性
か
ら
、
医
薬
品
産
業
の
事
例
は
、
明
確
な
将
来
製
品
市
場
を
想
定
で
き
る
事
件
が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
に
批
判
的
な
立
場
か
ら
は
、
医
薬
品
産
業
に
お
い
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
が
問
題
と
さ
れ
た
事
例
は
、
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実
質
上
、
将
来
製
品
市
場
を
画
定
し
て
潜
在
競
争
理
論
に
て
処
理
し
た
（
処
理
し
得
た
）
事
例
と
指
摘
さ
れ
て
い（
９７
）

る
。

２

研
究
開
発
経
路
の
減
少
が
問
題
と
さ
れ
た
事
例

（
一
）S

en
sorm

atic

事
件

し
か
し
な
が
ら
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
概
念
な
し
に
、
市
場
分
析
を
行
い
得
な
い
事
件
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
一
九
九
五
年
の

S
en

sorm
atic

事
件
で
あ（
９８
）

る
。
同
事
件
で
は
、
商
品
の
盗
難
防
止
シ
ス
テ
ム
（
タ
グ
と
セ
ン
サ
ー
）
の
研
究
開
発
市
場
が
問
題
と
な
っ

た
。
買
収
企
業S

en
sorm

atic

社
と
被
買
収
企
業K

n
ogo

社
は
、
現
在
、
盗
難
防
止
シ
ス
テ
ム
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
。
両
社
の
製

品
に
互
換
性
は
な（
９９
）

い
。
現
在
の
生
産
者
の
み
が
、
次
世
代
製
品
の
研
究
開
発
を
行
い
得
た
。
特
許
権
の
存
在
及
び
技
術
習
得
期
間
を
鑑

み
て
、
新
規
参
入
は
困
難
と
さ
れ
る
。

Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
競
争
制
限
効
果
と
し
て
、
企
業
結
合
に
よ
り
、
�K

n
ogo

社
の
研
究
開
発
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
減
少
さ
せ
る
、
�
市
場

に
お
け
る
研
究
開
発
経
路
の
数
を
減
少
さ
せ
る
、
そ
し
て
�S

en
sorm

atic

社
が
単
独
で
研
究
開
発
を
減
少
さ
せ
る
可
能
性
を
指
摘
し

た
。
こ
の
三
点
に
よ
り
、「
近
い
将
来
及
び
長
期
的
に
研
究
開
発
生
産
量
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
す
る
。

本
件
で
は
、S

en
sorm

atic

社
とK

n
ogo

社
が
行
う
研
究
開
発
の
う
ち
、
市
場
に
お
い
て
成
功
す
る
の
は
一
つ
で
あ
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
次
世
代
製
品
は
メ
ー
カ
ー
取
り
付
け
型
の
盗
難
防
止
タ
グ
で
あ
り
、
商
品
が
不
特
定
の
小
売
業
者
に
よ
り
販
売
さ
れ
る
以
上
、

市
場
に
お
い
て
事
実
上
の
標
準
（de

facto
stan

dard

）
の
形
成
が
予
想
さ
れ
た
か
ら
で
あ（
１００
）

る
。
す
な
わ
ち
、
将
来
製
品
市
場
に
お

け
る
価
格
競
争
の
減
殺
を
認
定
で
き
な
い
事
件
で
あ
っ（
１０１
）

た
。
本
件
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
概
念
な
し
に
は
解
決
で
き
な
い
事
件
で

あ
っ（
１０２
）

た
。

さ
て
本
件
は
、
次
の
二
点
に
お
い
て
、
大
変
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。
第
一
に
、
事
実
上
の
標
準
を
目
指
し
た
「
市
場
を
求
め
た
競

争
」
に
お
い
て
、
企
業
結
合
に
よ
る
競
争
者
の
排
除
が
直
接
に
問
題
と
な
っ
た
点
で
あ
る
。
ボ
ル
ト
�
ピ
ト
フ
ス
キ
ー
（D

.
B

alto
&
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R
.P

itofsky

）
は
標
準
の
問
題
に
つ
い
て
、
単
一
の
標
準
が
市
場
を
支
配
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
市
場
の
選
択
に

委
ね
る
こ
と
に
費
用
を
要
す
る
と
し
て
も
、
標
準
決
定
を
競
争
過
程
に
委
ね
る
こ
と
自
体
に
価
値
が
あ（
１０３
）

り
、
特
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

観
点
か
ら
は
そ
う
で
あ
る
と
述
べ
て
い（
１０４
）

る
。

そ
し
て
第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
「
市
場
を
求
め
た
競
争
」（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
競
争
の
減
少
）
の
み
で
、
企
業
結
合
を
違
法
と
し
た

点
で
あ
る
。
他
の
事
件
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
に
お
け
る
競
争
減
殺
と
共
に
、「
市
場
の
中
の
競
争
」（
現
在
製
品
市
場
に
お
け

る
競
争
）
減
殺
を
指
摘
す
る
の
が
通
常
だ
か
ら
で
あ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
競
争
の
減
少
が
、
企
業
結
合
の
違
法
性
判
断
に
決
定
的
役

割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）H

allibu
rton

/
D

resser

事
件

さ
ら
に
、
医
薬
品
産
業
以
外
に
お
い
て
研
究
開
発
経
路
の
減
少
が
問
題
と
な
っ
た
事
件
と
し
て
、
一
九
九
九
年
のH

allibu
rton

/

D
resser

事
件
が
あ（
１０５
）

る
。
同
事
件
で
は
、
油
田
及
び
天
然
ガ
ス
掘
削
用
の
機
械
（
Ｌ
Ｗ
Ｄ
と
呼
ば
れ
る
）
及
び
サ
ー
ビ
ス
市
場
が
問
題

と
な
っ
た
。
沖
合
掘
削
に
お
い
て
Ｌ
Ｗ
Ｄ
技
術
の
代
替
技
術
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
Ｌ
Ｗ
Ｄ
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
い
てD

resser

社

は
市
場
シ
ェ
ア
二
七
％
で
第
二
位
、H

allibu
rton

社
は
市
場
シ
ェ
ア
一
八
％
で
第
四
位
で
あ
っ
た
。
市
場
に
は
他
に
二
社
存
在
す
る

の
み
で
あ
っ
た
。
Ｌ
Ｗ
Ｄ
の
研
究
開
発
を
四
社
以
外
が
行
う
こ
と
は
難
し
く
、
市
場
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
全

て
こ
れ
ら
四
社
の
研
究
開
発
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
て
き
た
。

司
法
省
は
競
争
制
限
効
果
と
し
て
、
企
業
結
合
に
よ
り
、
�
市
場
集
中
度
が
高
ま
り
Ｌ
Ｗ
Ｄ
サ
ー
ビ
ス
市
場
に
お
け
る
協
調
行
為
発

生
の
蓋
然
性
が
高
ま
る
こ
と
、
�
Ｌ
Ｗ
Ｄ
の
開
発
及
び
改
良
が
可
能
な
企
業
数
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ス

ピ
ー
ド
が
遅
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

同
事
件
の
解
説
に
お
い
て
司
法
省
ス
タ
ッ
フ
は
、D

resser

社
とH

allibu
rton

社
が
、
Ｌ
Ｗ
Ｄ
の
研
究
開
発
に
お
い
て
異
な
る
企
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業
戦
略
を
採
用
し
て
い
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
す（
１０６
）

る
。
す
な
わ
ちD

resser

社
は
、
自
ら
基
礎
研
究
を
行
わ
ず
、
他
社
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
改
良
を
企
業
戦
略
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、H

allibu
rton

社
は
、
基
礎
研
究
を
重
視
し
て
、
他
社
に
先
駆

け
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
こ
と
を
企
業
戦
略
と
し
て
い
た
。
司
法
省
ス
タ
ッ
フ
は
、
企
業
結
合
に
よ
り
、
研
究
開
発
の
二
つ

の
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
一
つ
に
減
少
す
る
こ
と
を
懸
念
す
る
の
で
あ
る
。

反
ト
ラ
ス
ト
当
局
は
、
特
に
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
よ
う
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
経
路
が
不
明
確
で
あ
る
場
合
に
は
、「
多
様
性

の
減
少
（th

e
loss

of
diversity

）」、
す
な
わ
ち
「
研
究
開
発
経
路
の
減
少
」
自
体
を
、
企
業
結
合
の
競
争
制
限
効
果
と
し
て
き

（
１０７
）

た
。
最
善
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
が
不
明
な
場
合
に
は
、
多
数
の
競
争
単
位
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
三
）L

ockh
eed-N

orth
rop

事
件

研
究
開
発
経
路
の
確
保
に
つ
い
て
同
様
に
興
味
深
い
事
例
と
し
て
、
一
九
九
八
年
のL

ockh
eed-N

orth
rop

事
件
が
あ（
１０８
）

る
。
電
子

機
器
及
び
軍
用
機
の
主
要
メ
ー
カ
ー
二
社
が
企
業
結
合
を
試
み
た
こ
と
に
対
し
て
、
司
法
省
が
差
止
訴
訟
を
提
起
し
た
。
一
〇
の
市
場

に
お
け
る
水
平
的
な
競
争
制
限
効
果
、
及
び
垂
直
的
な
競
争
制
限
効
果
が
問
題
と
さ
れ
た
。
一
〇
の
市
場
の
う
ち
高
性
能
軍
用
機

（h
igh

perform
an

ce
fixed-w

in
g

m
illitary

aircraft

）
市
場
で
は
、
競
争
者
が
三
社
か
ら
二
社
に
減
少
す
る
こ
と
が
問
題
と
な

っ（
１０９
）

た
。
企
業
結
合
に
よ
り
、
軍
用
機
の
設
計
、
開
発
、
及
び
生
産
を
行
い
得
る
メ
ー
カ
ー
は
、
結
合
企
業
と
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
み
と
な

っ
た
。
新
規
参
入
障
壁
は
極
め
て
高
い
。
司
法
省
は
、
競
争
単
位
の
減
少
に
よ
り
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
及
び
プ
ロ
セ
ス
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
双
方
に
悪
影
響
が
出
る
と
主
張
し
た
。

本
件
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
企
業
結
合
に
よ
っ
て
も
研
究
開
発
費
の
減
少
は
予
期
さ
れ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
研
究
開

発
費
の
多
く
は
国
防
省
の
補
助
を
受
け
て
お
り
、
企
業
結
合
に
よ
っ
て
も
研
究
開
発
費
の
総
額
に
は
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
と
さ
れ

て
い（
１１０
）

る
。
す
な
わ
ち
司
法
省
は
、
研
究
開
発
経
路
が
三
つ
か
ら
二
つ
に
減
少
す
る
こ
と
自
体
を
問
題
視
し
た
の
で
あ
る
。
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も
っ
と
も
本
件
や
先
のH

allibu
rton

/
D

resser

事
件
の
よ
う
に
、
単
純
に
研
究
開
発
経
路
の
減
少
を
競
争
制
限
効
果
と
捉
え
る

こ
と
に
は
、
過
剰
規
制
と
の
批
判
も
あ（
１１１
）

る
。
研
究
開
発
経
路
が
減
少
し
て
も
、
結
合
企
業
以
外
の
競
争
者
が
存
在
す
れ
ば
、
結
合
企
業

が
放
棄
し
た
研
究
開
発
経
路
に
代
替
す
る
か
も
し
れ
ず
、
他
の
企
業
の
反
応
を
無
視
し
た
過
剰
規
制
と
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
確
か

に
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
極
め
て
高
く
「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
、
結
合
企
業
が
研
究
開

発
経
路
の
う
ち
一
つ
を
放
棄
す
る
の
は
、
結
合
企
業
が
二
重
投
資
を
回
避
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
も
言
え（
１１２
）

る
。
し
か
し
反
ト
ラ
ス

ト
当
局
は
、
二
重
投
資
回
避
に
よ
り
企
業
結
合
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
立
場
を
示
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ（
１１３
）

る
。

三

競
争
者
排
除
力
形
成
の
事
例

１

取
引
拒
絶
の
可
能
性

（
一
）C

iba-G
eigy

/
S

an
doz

事
件

以
上
、
企
業
結
合
を
手
段
と
し
て
競
争
者
を
直
接
に
排
除
す
る
場
合
と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
に
お
け
る
研
究
開
発
単
位
の

減
少
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
を
検
討
し
た
。
次
に
、
企
業
結
合
に
よ
り
競
争
者
排
除
力
の
形
成
が
問
題
と
な
る
場
合
を
検
討
す
る
。
企

業
結
合
に
よ
り
競
争
者
排
除
力
が
形
成
さ
れ
る
場
合
と
は
、
結
合
企
業
が
市
場
環
境
に
よ
り
何
ら
か
の
戦
略
的
地
位
を
得
て
、
そ
れ
に

基
づ
き
排
除
行
為
を
行
う
こ
と
が
合
理
的
に
予
測
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
特
徴
的
な
市
場
環
境
で

あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の
存
在
や
、
知
的
財
産
権
の
重
要
性
等
に
鑑
み
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
企
業
が
排
他
戦
略
を
採
用
す
る
か

を
合
理
的
に
予
測
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
点
、
ま
ず
注
目
で
き
る
の
が
、
一
九
九
六
年
のC

iba-G
eigy

/
S

an
doz

事
件
で
あ（
１１４
）

る
。
企
業
結
合
に
よ
り
問
題
と
な
っ
た
市

場
の
中
に
、
遺
伝
子
治
療
薬
の
研
究
開
発
市
場
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
）
が
あ
っ
た
。
二
社
は
遺
伝
子
治
療
薬
開
発
に
必
要
な
知
的
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財
産
権
を
有
し
て
い
た
。
企
業
結
合
に
よ
り
両
社
間
の
競
争
が
失
わ
れ
、
か
つ
結
合
企
業
が
市
場
競
争
に
必
要
な
知
的
財
産
権
の
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
独
占
す
る
こ
と
か
ら
、
失
わ
れ
た
競
争
を
回
復
す
る
だ
け
の
新
規
参
入
も
期
待
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

本
件
で
は
、
競
争
制
限
効
果
の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
問
題
と
さ
れ
た
。
第
一
に
、
研
究
開
発
経
路
の
減
少
で
あ
る
。
両

社
が
企
業
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
社
が
行
っ
て
き
た
研
究
開
発
の
一
方
が
放
棄
又
は
遅
延
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
遺
伝
子
治
療
薬

の
開
発
に
お
け
る
競
争
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
先
に
見
た
よ
う
に
、
多
く
の
医
薬
品
産
業
の
事
例
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ

る
競
争
制
限
効
果
で
あ
る
。

第
二
に
、
よ
り
重
要
な
問
題
は
、
結
合
企
業
の
ラ
イ
セ
ン
ス
拒
絶
の
可
能
性
で
あ
る
。
企
業
結
合
前
の
市
場
に
お
い
て
、
両
社
は
遺

伝
子
治
療
薬
開
発
に
必
要
な
知
的
財
産
権
の
ラ
イ
セ
ン
ス
に
つ
い
て
、
競
争
関
係
に
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
重
要
な
知
的
財
産
権
の

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
独
占
す
る
結
合
企
業
は
、
他
の
企
業
に
ラ
イ
セ
ン
ス
を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
失
う
こ
と
に
な（
１１５
）

る
。

企
業
結
合
を
認
め
る
条
件
と
し
て
、
ラ
イ
セ
ン
ス
を
望
む
全
て
の
競
争
業
者
に
、
技
術
の
ラ
イ
セ
ン
ス
及
び
Ｆ
Ｄ
Ａ
提
出
書
類
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
命
じ
ら
れ
た
。
資
産
分
離
（divestitu

re

）
を
条
件
と
し
な
い
理
由
と
し
て
、
�
競
争
者
は
研
究
開
発
の
た
め
の
設
備

を
有
し
て
お
り
、
競
争
回
復
の
た
め
に
は
ラ
イ
セ
ン
ス
で
十
分
で
あ
る
こ
と
、
�
資
産
分
離
を
認
め
る
と
結
合
企
業
の
研
究
開
発
能
力

を
損
な
う
結
果
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し（
１１６
）

た
。

本
件
で
は
、
企
業
結
合
に
よ
る
研
究
開
発
経
路
の
減
少
と
共
に
、
パ
テ
ン
ト
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
起
因
す
る
企
業
結
合
後
の
排
他
行

為
の
可
能（
１１７
）

性
を
問
題
に
し
た
。
特
許
の
集
積
に
は
、
二
重
限
界
化
の
問
題
を
避
け
る
な
ど
競
争
促
進
効
果
も
存
在
す（
１１８
）

る
。
Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
競

争
促
進
効
果
と
競
争
制
限
効
果
と
の
比
較
及
び
調
整
を
、
ラ
イ
セ
ン
ス
条
件
に
よ
り
行
っ
た
こ
と
に
な（
１１９
）

る
。

（
二
）M

C
I

/
W

orld
C

om

事
件

Ｉ
Ｔ
産
業
に
お
け
る
企
業
結
合
事
例
と
し
て
注
目
で
き
る
の
が
、
一
九
九
八
年
のM

C
I

/
W

orld
C

om

の
事
例
で
あ（
１２０
）

る
。
企
業
結

論 説

（阪大法学）５４（２―７２）４５６〔２００４．７〕



合
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
市
場
に
お
い
て
、
支
配
的
企
業
が
誕
生
す
る
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
。
米
国
及
び
Ｅ
Ｃ
で

調
査
が
開
始
さ
れ
、
史
上
最
大
の
資
産
分
離
が
条
件
と
さ
れ
、
企
業
結
合
が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
本
件
は
、
条
件
を
約
束
す
る
こ
と
に

よ
り
審
査
を
打
ち
切
る
と
い
う
非
公
式
手
続
に
よ
り
解
決
さ
れ（
１２１
）

た
。

本
件
で
は
結
合
企
業
が
四
○
な
い
し
七
五
％
の
シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
こ
と
で
（
市
場
シ
ェ
ア
の
認
定
手
法
に
よ
り
異
な
る
）、
市
場

に
お
け
る
支
配
的
企
業
（th

e
dom

in
an

t
player

）
と
な
り
、
二
位
以
下
の
企
業
と
大
き
な
格
差
が
開
く
の
は
確
実
と
さ
れ
た
。
企

業
結
合
前
の
市
場
に
お
い
て
企
業
間
の
対
称
性
が
存
在
す
る
状
況
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
企
業
間
に
、
相
互
接
続
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
圧
倒
的
な
顧
客
ベ
ー
ス
を
獲
得
し
た
結
合
企
業
に
は
、
非
互
換
戦
略
を
採
用
し
て
市
場

を
独
占
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
発
生
す
る
。

す
な
わ
ち
、
単
独
で
又
は
競
争
者
と
共
同
で
、
�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
へ
の
接
続
料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
よ
り
他
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
費
用
を
高
め
、
又
は
�
接
続
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
等
の
戦
略
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
結
合
企
業
が
市
場
に
お
け
る
テ
ィ

ッ
ピ
ン
グ
を
狙
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
有
す
る
可
能
性
が
問
題
と
さ
れ
た
。
結
合
企
業
はM

C
I

社
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業

（iM
C

I

）
をC

able
&

W
ireless

社
に
全
て
譲
渡
し
、
五
年
間
、
競
争
相
手
と
な
るC

able
&

W
ireless

社
と
接
続
す
る
義
務
が

課
さ
れ
た
。

本
件
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
を
利
用
し
て
結
合
企
業
が
競
争
者
を
排
除
す
る
お
そ
れ
（
企
業
結
合
後
の
排
他
戦
略
の
可
能
性
）

が
問
題
と
さ
れ
た
。
本
件
に
つ
い
て
司
法
省
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
結
局
、
テ
ィ
ッ
ピ
ン
グ
に
よ
り
支
配
的
企
業
が
生
ま
れ
る
と
し
て
も
、

企
業
結
合
に
よ
り
大
き
な
イ
ン
ス
ト
ー
ル
ベ
ー
ス
を
獲
得
す
る
結
果
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
で
競
い
合
い
が
行
わ
れ
た
結
果
で

あ
る
こ
と
が
必
要
と
述
べ
て
い（
１２２
）

る
。
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２

抱
き
合
わ
せ
の
可
能
性
（T

im
e

W
arn

er
/

T
u

rn
er

事
件
）

（
ア
）
メ
デ
ィ
ア
産
業
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
事
例
と
し
て
、
一
九
九
七
年
のT

im
e

W
arn

er

とT
u

rn
er

の
事
例
が
あ（
１２３
）

る
。
同

事
件
で
はT

im
e

W
arn

er

社
とT

u
rn

er

社
（
及
びT

C
I

社
）
と
の
結
合
に
よ
り
、
二
つ
の
市
場
、
す
な
わ
ち
�
上
流
市
場
と
し
て

の
番
組
制
作
市
場
と
、
�
下
流
市
場
と
し
て
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
映
像
番
組
配
給
市
場
に
お
け
る
、
競
争
制
限
効
果
の
発
生
が
問
題
と
な

っ
た
。T

im
e

W
arn

er

社
は
双
方
の
市
場
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
ま
たT

u
n

er

社
も
自
ら
が
上
流
市
場
で
活
動
す
る
と
と
も
に
、

資
本
関
係
に
あ
るT

C
I

社
が
下
流
市
場
に
お
い
て
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
地
理
的
市
場
は
、
�
前
者
に
つ
い
て
は
全
米
が
画
定
さ
れ
、

�
後
者
に
つ
い
て
はT

im
e

W
arn

er

社
とT

C
I

社
が
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
映
像
番
組
配
給
業
者
（M

V
P

D
s

）
と
し
て
活
動
す
る
個
別
地

域
と
さ
れ
た
。
結
合
企
業
は
、
上
流
市
場
（
番
組
制
作
）
に
お
い
て
四
〇
％
超
の
市
場
シ
ェ
ア
で
第
一
位
と
な
っ
た
。
ま
たT

im
e

W
arn

er

社
とT

u
rn

er

社
は
、
Ｈ
Ｂ
Ｏ
や
Ｃ
Ｎ
Ｎ
と
い
っ
た
、
視
聴
者
の
需
要
が
大
き
い
番
組
（a

“m
arqu

ee”
or

“crow
n

jew
l”

service

）
を
制
作
し
て
い
た
。

Ｆ
Ｔ
Ｃ
は
、
垂
直
統
合
に
よ
る
伝
統
的
な
市
場
閉
鎖
効
果
と
と
も
に
、
上
流
市
場
に
お
け
る
次
の
よ
う
な
競
争
制
限
効
果
を
問
題
に

し
た
。
す
な
わ
ち
、「M
V

P
D

s

に
対
す
る
交
渉
力
の
増
大
を
基
に
（th

rou
gh

its
in

creased
n

egotiatin
g

leverage
w

ith

M
V

P
D

s

）」、
Ｈ
Ｂ
Ｏ
や
Ｃ
Ｎ
Ｎ
と
い
っ
た
人
気
番
組
と
他
の
番
組
と
の
抱
き
合
わ
せ
を
行
い
、
配
給
番
組
の
価
格
を
引
き
上
げ
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、T

im
e

W
arn

er

社
の
Ｈ
Ｂ
Ｏ
とT

u
rn

er

社
の
番
組
と
を
抱
き
合
わ
せ
な
い
こ
と
、
及
びT

u
rn

er

社
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
、
Ｗ
Ｔ
Ｂ
Ｓ
とT

im
e

W
arn

er

社
の
番
組
を
抱
き
合
わ
せ
な
い
こ
と
を
条
件
の
一
つ
と
し
た
。

（
イ
）
本
件
は
、
企
業
結
合
後
の
抱
き
合
わ
せ
行
為
の
可
能
性
を
理
由
と
し
て
企
業
結
合
を
規
制
し
た
、
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
。

本
件
に
は
ア
ズ
ク
エ
ナ
ガ
委
員
（M

.L
.A

zcu
en

aga

）
と
ス
タ
ー
レ
ッ
ク
委
員
（R

.B
.S

tarek,
III

）
の
反
対
意
見
が
あ
る
。
ア
ズ

ク
エ
ナ
ガ
及
び
ス
タ
ー
レ
ッ
ク
は
、
多
数
説
が
主
張
す
る
配
給
番
組
に
関
す
る
価
格
引
き
上
げ
が
可
能
と
な
る
に
は
、
Ｈ
Ｂ
Ｏ
と
い
っ

論 説
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たT
im

e
W

arn
er

社
の
番
組
と
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
と
い
っ
たT

u
rn

er

社
の
番
組
と
の
間
に
代
替
関
係
が
必
要
な
と
こ
ろ
、
両
者
は
代
替
関

係
に
な
い
と
主
張
す
る
。
す
な
わ
ち
前
者
は
プ
レ
ミ
ア
ム
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
後
者
は
ベ
ー
シ
ッ
ク
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
呼
べ
る
も
の
で
あ
り
、

両
者
は
む
し
ろ
補
完
関
係
に
あ
る
と
す
る
。
両
者
が
補
完
関
係
に
あ
れ
ば
、
企
業
結
合
は
価
格
低
下
を
も
た
ら
し
そ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
特
に
ア
ズ
ク
エ
ナ
ガ
は
企
業
結
合
に
よ
る
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
の
発
生
を
念
頭
に
置
く
が
、
そ
も
そ
も
こ
こ
で
の
問
題
は

ユ
ニ
ラ
テ
ラ
ル
効
果
で
は
な
い
。
確
か
に
、
上
記
「
交
渉
力
の
増
大
を
基
に
」
と
の
説
示
は
少
々
不
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
数
説

に
よ
る
補
足
意
見
を
見
る
と
、
こ
れ
が
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
容
量
が
限
定
さ
れ
た
状
況
で
の
、
抱
き
合
わ
せ
に
よ
る
競
争
者
排
除
（
に
基
づ

く
価
格
引
き
上
げ
）
を
意
味
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

企
業
結
合
後
の
抱
き
合
わ
せ
を
理
由
と
し
た
規
制
に
つ
い
て
、
ア
ズ
ク
エ
ナ
ガ
は
、
こ
の
よ
う
な
規
制
は
先
例
が
な
い
と
し
た
上
で
、

次
の
よ
う
に
規
制
を
批
判
す（
１２４
）

る
。
す
な
わ
ち
、
�
「
市
場
に
お
け
る
企
業
が
、
後
に
反
競
争
的
行
為
を
選
択
す
る
と
い
う
単
な
る
可
能

性
（m

ere
possibility

）」
で
は
ク
レ
イ
ト
ン
法
七
条
の
規
制
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
な
く
、
さ
ら
に
�
事
後
的
な
規
制
も
可
能
で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
タ
ー
レ
ッ
ク
は
可
能
性
を
認
め
る
よ
う（
１２５
）

に
、
下
流
市
場
に
お
け
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
容
量
が
限
定
さ
れ

た
場
面
で
は
、
抱
き
合
わ
せ
に
基
づ
く
市
場
閉
鎖
は
、
競
争
者
が
規
模
の
経
済
性
を
達
成
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
、
市
場
支
配
力
形

成
を
可
能
に
す
る
。

勿
論
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル
容
量
が
拡
大
し
、
ま
た
ケ
ー
ブ
ル
放
送
以
外
の
Ｄ
Ｂ
Ｓ
（
直
接
衛
星
放
送
）
と
い
っ

た
代
替
メ
デ
ィ
ア
が
登
場
す
れ
ば
、
競
争
者
排
除
の
シ
ナ
リ
オ
は
不
可
能
に
な
る
。
ま
さ
に
ア
ズ
ク
エ
ナ
ガ
は
、
市
場
に
お
け
る
活
発

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
指
摘
し
て
、
当
該
主
張
を
な
す
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
の
当
否
は
、
ハ
イ
テ
ク
市
場
の
市
場
観
に
影
響

を
受
け
る
。

（
ウ
）
競
争
者
を
排
除
す
る
戦
略
的
地
位
形
成
を
理
由
と
し
て
企
業
結
合
を
規
制
す
る
こ
と
は
、
�
市
場
構
造
に
規
律
さ
れ
る
将
来

ハイテク産業における企業結合規制
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の
「
市
場
行
動
」
の
予
測
を
必
要
と
し
、
か
つ
�
企
業
結
合
を
規
制
し
な
く
と
も
、
将
来
の
「
市
場
行
動
」
に
つ
い
て
事
後
的
な
規
制

の
可
能
性
が
残
さ
れ
る
（
又
は
よ
り
確
実
に
そ
の
よ
う
な
市
場
行
動
を
採
用
し
な
い
こ
と
の
約
束
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
）
と
い
う
点

に
お
い
て
、
極
め
て
慎
重
な
判
断
が
要
求
さ
れ
る
。
特
に
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
は
、
市
場
環
境
の
移
り
変
わ
り
が
激
し
く
、
よ
り

一
層
、
規
制
の
失
敗
の
可
能
性
が
高
ま
り
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
、
知
的
財
産
権
の
存
在
（C

iba-G
eigy

/
S

an
doz

事
件
）、
ま
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の
存
在
（T

im
e

W
arn

er
/

T
u

rn
er

事
件
）（
１２６
）

は
、
比
較
的
明
確
な
ホ
ー
ル
マ
ー
ク
と
な
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
以
外
の
状
況
に
お
け
る
抱
き
合
わ
せ
行
為
（T

im
e

W
arn

er
/

T
u

rn
er

事
件
）
や
略
奪
的
価
格
設
定
の
可
能
性
に

つ
い
て
は
、
そ
の
能
力
及
び
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
検
討
し
、
さ
ら
に
あ
り
得
る
効
率
性
と
の
比
較
衡
量
を
行
う
と
い
う
難
し
い
作
業
が

必
要
と
な（
１２７
）

る
。G

E
/

H
on

eyw
ell

事
件
を
巡
る
Ｅ
Ｃ
委
員
会
と
米
国
現
政
権
と
の
解
釈
の
相
違
は
、
こ
の
よ
う
な
判
断
の
難
し
さ
を

示
し
て
い（
１２８
）

る
。

（
９２
）

本
件
も
含
め
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
に
お
け
る
企
業
結
合
事
例
に
つ
い
て
は
、K

atz
&

S
h

apiro,
su

pra
n

ote
37,

at
20

―26

参
照
。

（
９３
）

O
F

T
E

con
om

ic
D

iscu
ssion

P
aper

3,In
n

ovation
an

d
C

om
petition

P
olicy,at

para.9.14
(2002).

（
９４
）

S
ee

e.g.,A
m

erican
H

om
e

P
rodu

cts
C

orp.,
119

F
.

T
.

C
.

217
(1995);

G
laxo

P
L

C
,

119
F

.
T

.
C

.
815

(1995);
T

h
e

U
pjoh

n
,C

o.,121
F

.T
.

C
.

44
(1996);

C
iba-G

eigy,
L

td.,
123

F
.

T
.

C
.

842
(1997);

B
axter

In
tern

ation
al,

In
c.,

123
F

.

T
.

C
.

904
(1997).

医
薬
品
市
場
の
産
業
特
性
及
び
企
業
結
合
事
例
の
分
析
と
し
て
、D

.
A

.
B

alto
&

J.
F

.
M

on
goven

,
A

n
titru

st

E
n

forcem
en

t
in

P
h

arm
aceu

tical
In

du
stry

M
ergers,

54
F

O
O

D
D

R
U

G
L

.
J.

255
(1999)

、A
.

G
illat,

C
om

pu
lsory

L
icen

sin
g

to
R

egu
lated

L
icen

cin
g

:
E

ffects
on

th
e

C
on

flicts
betw

een
In

n
ovation

an
d

A
ccess

in
th

e
P

h
arm

aceu
tical

In
du

stry,58
F

O
O

D
D

R
U

G
L

.J.711,722

―726,729

―731
(2003)

参
照
。

（
９５
）

R
.H

.P
ate,A

n
titru

st
an

d
In

tellectu
al

P
roperty

15
(2003).

（
９６
）

O
E

C
D

,
H

igh
T

ech
M

arkets,
su

pra
n

ote
7,

at
18

;
F

T
C

S
T

A
F

F
R

E
P

O
R

T
,

su
pra

n
ote

39,
C

h
ap.7,

at
6

;
B

alto

&
M

on
goven

,su
pra

n
ote

94,at
267.
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（
９７
）

S
ee

T
.

B
.

M
arcotu

llio,
T

h
e

B
attle

A
gain

st
D

ru
g-M

arket
:

A
n

A
n

alysis
of

E
u

ropean
U

n
ion

an
d

U
n

ited
S

tates

M
erger

E
n

forcem
en

t
in

th
e

P
h

arm
aceu

tical
In

du
stry

1995

―1999,
32

L
.

&
P

O
L

’Y
IN

T
’L

B
U

S
.

449,
464

(2001);
W

.

K
.

T
om

&
J.

A
.

N
ew

berg,
A

n
titru

st
an

d
In

tellectu
al

P
roperty

:
F

rom
S

eparate
S

ph
eres

to
U

n
ified

F
ield,

66

A
N

T
IT

R
U

S
T

L
.

J.
167,

224
(1997).

S
ee

also
M

.
L

.
A

zcu
en

aga,
A

ddress
to

B
oston

U
n

iversity
S

ch
ool

of
L

aw
:

R
ecen

t
Issu

es
in

A
n

titru
st

an
d

In
tellectu

al
P

roperty,7
B

.
U

.
J.

S
C

I.
&

T
E

C
H

.
L

.
1,

12

―16
(2001).

（
９８
）

S
en

sorm
atic

E
lectron

ics,C
o.,119

F
.T

.C
.520

(1995).

（
９９
）

F
T

C
S

T
A

F
F

R
E

P
O

R
T

,su
pra

n
ote

39,C
h

ap.7,at
8.

（
１００
）

Id.

（
１０１
）

将
来
製
品
市
場
を
画
定
で
き
な
い
以
上
、
規
制
を
行
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
と
批
判
す
る
論
稿
と
し
て
、L

an
dm

an
,

su
pra

n
ote

14,at
270

参
照
。

（
１０２
）

T
om

&
N

ew
berg,su

pra
n

ote
97,at

225.

（
１０３
）

D
.

B
alto

&
R

.
P

itofsky,
A

n
titru

st
an

d
H

igh
-T

ech
In

du
stries

:
T

h
e

N
ew

C
h

allen
ge,

43
A

N
T

IT
R

U
S

T
B

U
L

L
E

-

T
IN

583,598
(1998).

（
１０４
）

D
.B

alto,S
tan

dard
S

ettin
g

in
a

N
etw

ork
E

con
om

y,para.III
(2000).

（
１０５
）

U
.S

.v.H
allibu

rton
C

o.&
D

resser
In

du
stries,In

c.,C
ivil

A
ction

N
o.98

―C
V

―2340
(1999).

（
１０６
）

C
.

K
.

R
obin

son
,

L
eap-F

rog
an

d
O

th
er

F
orm

s
of

In
n

ovation
:

P
rotectin

g
th

e
F

u
tu

re
for

H
igh

-T
ech

an
d

E
m

ergin
g

In
du

stries
T

h
rou

gh
M

erger
E

n
forcem

en
t

11

―12
(1999)

[h
erein

after
cited

as
L

eap-F
rog].

（
１０７
）

R
u

bin
feld

&
H

oven
,su

pra
n

ote
51,at

72,75

―76.

（
１０８
）

U
.S

.v.L
ockh

eedM
artin

C
orp.&

N
orth

rop
G

ru
m

m
an

C
orp.(D

.D
.C

.com
plain

t
filed

M
arch

1998).

結
局
、
司
法

省
の
提
訴
を
受
け
て
結
合
計
画
は
断
念
さ
れ
た
。

（
１０９
）

C
om

plain
t,para.76

―81.

（
１１０
）

R
u

bin
feld

&
H

oven
,su

pra
n

ote
51,at

88.

（
１１１
）

S
ee

M
orse,su

pra
n

ote
85,at

11.

ハイテク産業における企業結合規制
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（
１１２
）

S
ee

id.at
12.

（
１１３
）

二
重
投
資
が
常
に
社
会
的
無
駄
と
は
言
え
な
い
と
す
る
も
の
と
し
て
、R

obin
son

,
L

eap-F
rog,

su
pra

n
ote

106,
at

2

参
照
。

S
ee

also
B

aer
&

B
alto,su

pra
n

ote
30,at

79.
（
１１４
）

C
iba-G

eigy,L
td.,123

F
.T

.C
.842

(1997).

（
１１５
）

C
iba-G

eigy/S
an

doz

事
件
と
同
様
に
、
パ
テ
ン
ト
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
問
題
に
し
た
事
件
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
のA

m
gen

と

Im
m

u
n

ex
の
企
業
結
合
事
件
が
あ
る
（F

ile
N

o.021

―0059

）。
リ
ュ
ー
マ
チ
性
関
節
炎
の
治
療
薬IL

-1

に
つ
き
、
結
合
企
業
が
競
争
者

の
販
売
を
妨
害
す
る
よ
う
な
特
許
訴
訟
を
提
起
す
る
可
能
性
が
問
題
の
一
つ
と
さ
れ
た
。

（
１１６
）

資
産
分
離
を
必
要
と
す
る
意
見
と
し
て
、S

eparate
S

tatem
en

t
of

C
om

m
ission

er
M

.L
.A

zcu
en

aga
in

C
iba

G
eigy

L
im

-

ited,F
ile

N
o.961

―0055.S
ee

also,L
an

dm
an

,su
pra

n
ote

14,at
258.

（
１１７
）

川
浜
・
前
掲
注
（
３３
）
六
一
頁
参
照
。
パ
テ
ン
ト
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
起
因
す
る
競
争
者
排
除
効
果
に
つ
い
て
、
和
久
井
理
子
「
技
術

標
準
化
、
パ
テ
ン
ト
プ
ー
ル
と
独
禁
法
」
法
学
雑
誌
四
九
巻
四
四
九
―
四
五
〇
頁
（
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
に
お
け

る
パ
テ
ン
ト
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
新
規
参
入
排
除
効
果
に
つ
い
て
、J.H

.B
arton

,
A

n
titru

st
T

reatm
en

t
of

O
ligopolies

w
ith

M
u

tu
ally

B
lockin

g
P

aten
t

P
ortfolios,69

A
N

T
IT

R
U

S
T

L
.J.851,874

―876
(2001)

参
照
。

（
１１８
）

和
久
井
・
前
掲
注
（
１１７
）
四
四
八
頁
参
照
。

（
１１９
）

救
済
措
置
と
し
て
の
ラ
イ
セ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
の
合
理
性
や
競
争
回
復
の
実
効
性
の
点
に
お
い
て
、
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。
こ

の
点
、（
有
償
）
ラ
イ
セ
ン
ス
の
有
用
性
を
積
極
的
に
評
価
す
る
最
近
の
論
稿
と
し
て
、G

illat,su
pra

n
ote

94,at
731

―735

参
照
。

（
１２０
）

C
.

K
.

R
obin

son
,

N
etw

ork
E

ffects
in

T
elecom

m
u

n
ication

s
M

ergers,
M

C
I

W
orldC

om
M

erger
:

P
rotectin

g
th

e

F
u

tu
re

of
th

e
In

tern
et

(1999)
[h

erein
after

cited
as

N
etw

ork
E

ffects].

（
１２１
）

こ
れ
は
司
法
省
特
有
の
「
事
前
介
入
主
義
（fix-it-first

）」
と
呼
ば
れ
、
Ｆ
Ｔ
Ｃ
が
同
意
審
決
に
よ
り
条
件
履
行
を
法
的
に
担
保
す
る

こ
と
と
対
比
さ
れ
る
。S

ee
R

.
H

.
P

ate,
A

n
titru

st
E

n
forcem

en
t

at
th

e
D

O
J

:
Issu

es
in

M
erger

In
vestigation

s
an

d

L
itigation

11

―13
(2002).

企
業
は
Ｆ
Ｔ
Ｃ
の
審
査
よ
り
も
司
法
省
の
審
査
を
望
む
と
さ
れ
る
。
な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
Ｆ
Ｃ
Ｃ
及
び
Ｅ

Ｃ
委
員
会
に
よ
る
正
式
決
定
も
存
在
し
な
い
。

（
１２２
）

R
obin

son
,N

etw
ork

E
ffects,su

pra
n

ote
120,at

14.
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第
五
章

お
わ
り
に

（
ア
）
以
上
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
企
業
結
合
規
制
に
つ
い
て
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
の
展
開
を
検
討
し
た
。
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お

い
て
も
企
業
結
合
規
制
の
果
た
す
役
割
は
存
在
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
企
業
結
合
規
制
は
、
必

ず
し
も
介
入
事
件
数
が
多
い
訳
で
は
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
企
業
結
合
規
制
に
つ
い
て
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
理
由
に
企
業
結
合
を
認
め
た
事
例
も
多
い
と
さ
れ
て
い（
１２９
）

る
。
ハ
イ
テ
ク
産
業
で
は
、
企
業
結
合
の
競
争
制
限
効
果
を
、

慎
重
に
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

本
稿
で
は
、「
市
場
の
中
の
競
争
」
と
「
市
場
を
求
め
た
競
争
」
と
い
う
二
つ
の
競
争
フ
ェ
ー
ズ
を
設
定
し
て
、
企
業
結
合
が
も
た

ら
す
競
争
制
限
効
果
の
分
析
を
試
み
た
。
そ
こ
で
の
重
要
な
結
論
の
一
つ
は
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
い
て
は
、
従
来
の
企
業
結
合
規
制

が
主
眼
目
と
し
て
き
た
寡
占
的
協
調
関
係
の
規
制
は
相
対
的
に
重
要
性
が
低
く
な
り
、
競
争
者
を
排
除
す
る
形
で
の
競
争
制
限
効
果
が

（
１２３
）

In
th

e
m

atter
of

T
im

e
W

arn
er

In
c.,F

ile
N

o.961

―0004
(1997).

（
１２４
）

D
issen

tin
g

S
tatem

en
t

of
C

om
m

ission
er

M
.L

.A
zcu

en
aga

in
T

im
e

W
arn

er
In

c.,F
ile

N
o.961

―0004,at
11

―12.
（
１２５
）

D
issen

tin
g

S
tatem

en
t

of
C

om
m

ission
er

R
.

B
.

S
tarek,

III
in

th
e

m
atter

of
T

im
e

W
arn

er
In

c.,
F

ile
N

o.961

―

0004,at
8

―9.

（
１２６
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
の
存
在
が
競
争
者
排
除
行
為
の
実
効
性
を
高
め
る
点
に
つ
い
て
、
川
濱
昇
「
技
術
標
準
と
独
占
禁
止
法
」
法
学
論

叢
一
四
六
巻
三
・
四
号
一
三
三
頁
（
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
１２７
）

S
ee

gen
erally,P

.W
atson

,P
ortfolio

E
ffects

in
E

C
M

erger
L

aw
,48

A
N

T
IT

R
U

S
T

B
U

L
L

781,792

―804
(2003).

（
１２８
）

C
ase

C
O

M
P

/
M

.2220,
G

en
eral

E
lectric

/
H

on
eyw

ell.

同
事
件
に
つ
い
て
は
、
泉
水
文
雄
「
寡
占
市
場
間
の
合
併
と
競
争
政

策
」
公
正
取
引
六
一
二
号
一
八
頁
（
二
〇
〇
一
年
）、
池
田
千
鶴
「G

E
/

H
on

eyw
ell

事
件
欧
州
委
員
会
決
定
」
公
正
取
引
六
二
七
号
七
七

頁
（
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。
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大
き
な
問
題
と
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
の
競
争
者
排
除
と
は
、
供
給
の
代
替
圧
力
を
低
下
さ
せ
て
市
場
支
配

力
の
形
成
（
産
出
量
削
減
）
を
可
能
に
す
る
と
い
う
、
典
型
的
な
市
場
支
配
力
概
念
で
は
必
ず
し
も
説
明
仕
切
れ
な
い
概
念
と
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
場
に
お
け
る
勝
者
が
不
明
な
場
合
に
、
勝
者
を
決
す
る
過
程
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

（
イ
）
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
分
析
に
典
型
的
に
現
れ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
分
析
で
は
、
将
来
製

品
の
価
格
競
争
の
減
殺
や
研
究
開
発
経
費
の
減
少
が
問
題
に
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
研
究
開
発
経
路
の
減
少
」
が
問
題
に
さ
れ
て
き

た
。
こ
れ
は
、
市
場
画
定
、
市
場
シ
ェ
ア
算
定
と
い
う
伝
統
的
な
市
場
分
析
の
限
界
を
示
す
場
面
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
に
つ
い
て
は
、
過
剰
規
制
を
危
惧
す
る
意
見
も
強
い
。
し
か
し
実
務
を
見
る
と
、
研
究
開
発
が
製
品
化
へ
と

進
ん
だ
段
階
で
な
け
れ
ば
、
規
制
が
発
動
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
研
究
開
発
が
進
行
し
た
段
階
で
な
け
れ
ば
、

規
制
の
明
確
性
を
確
保
し
た
市
場
分
析
が
不
可
能
だ
か
ら
で
あ（
１３０
）

り
、
ま
た
ク
レ
イ
ト
ン
法
七
条
の
法
律
要
件
で
あ
る
「
通
商
に
影
響
を

与
え
る
活
動
」
と
評
価
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
許
容
性
の
観
点
か
ら
は
、
研
究
開
発
が
進
行
し
た
段
階
で
あ
れ
ば
研
究
開
発

費
用
は
既
に
サ
ン
ク
し
て
お
り
、
企
業
結
合
に
よ
る
潜
在
的
な
二
重
投
資
回
避
の
効
率
性
に
留
意
す
る
必
要
が
な（
１３１
）

い
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
を
批
判
す
る
学
説
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
務
は
潜
在
競
争
理
論
に
よ
り
説
明
可
能
と
す
る
。
し
か
し
大
変
皮
肉

な
こ
と
に
、
こ
れ
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
を
支
持
す
る
立
場
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
市
場
を
批
判
す
る
立
場
と
の
間
に
、
製
品
市
場
へ

の
近
接
と
い
う
点
に
お
い
て
、
実
際
上
大
き
な
違
い
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
市
場
に
お
け
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
認
定
し
た
上
で
、
競
争
の
過
程
そ
れ
自
体
に
価
値
を
置
く
反
ト
ラ
ス
ト
法
思
想
は
、
実
は

ハ
イ
テ
ク
産
業
に
特
有
な
も
の
で
も
、
ま
た
目
新
し
い
も
の
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
通
説
的
な
反
ト
ラ
ス
ト
法
学
は
、
排
他
行
為
が

市
場
の
自
然
独
占
性
ゆ
え
に
免
責
さ
れ
る
か
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
、「
自
然
独
占
獲
得
の
競
争
（com

petition
for

a
n

atu
ral

論 説
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m
on

opoly

）
は
、
市
場
の
中
の
競
争
（com

petition
w

ith
in

an
ordin

ary
m

arket

）
と
全
く
同
じ
く
、
消
費
者
に
と
っ
て
利
益

を
与
え
る
も
の
で
あ
る
」
と
論
じ
て
き
た
の
で
あ（
１３２
）

る
。
こ
れ
は
、
均
衡
に
至
る
「
競
争
過
程
そ
れ
自
体
」
に
価
値
を
認
め
る
思
想
で
あ

る
。
勿
論
、
本
稿
が
検
討
し
た
ハ
イ
テ
ク
産
業
に
お
け
る
競
争
者
排
除
の
事
例
も
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
反
ト
ラ
ス
ト
法
思
想
に
よ

り
説
明
可
能
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

﹇
本
稿
は
、
平
成
一
四
年
度
公
正
取
引
委
員
会
委
託
調
査
「
高
度
技
術
革
新
市
場
に
お
け
る
企
業
結
合
規
制
の
課
題
」
に
お
け
る
研
究

を
基
礎
に
す
る
。
米
国
司
法
省
及
び
連
邦
取
引
委
員
会
に
お
け
る
実
地
調
査
に
お
い
て
は
、
在
米
日
本
大
使
館
の
稲
熊
克
紀
氏
に
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
伊
藤
憲
二
弁
護
士
（
現
在
、
公
正
取
引
委
員
会
）
に
も
有
益
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。
記
し
て
お
礼
を

申
し
上
げ
る
。﹈

（
１２９
）

D
.

A
.

B
alto

&
A

.
M

.
W

olm
an

,
In

tellectu
al

P
roperty

an
d

A
n

titru
st

:
G

en
eral

P
rin

ciples,
43

ID
E

A
395,

425

(2003).

（
１３０
）

D
avis,su

pra
n

ote
74,at

696.

（
１３１
）

Id.at
699.

（
１３２
）

P
.E

.A
R

E
E

D
A

&
H

.H
O

V
E

N
K

A
M

P
,3

A
N

T
IT

R
U

S
T

L
A

W
118

(1996).
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